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最後まで、義兄は反対してくれていた。

けれど両親と祖父母が、どうにもその話に乗り気だった。

最終的には義兄も折れた。「どうしても嫩だと思ったらすぐ言うんだぞ」と何

度も少年に言い含め、無念そうに引いていった。

政略紘婚の話でぁる。

その時の少年は十歳で、相手の娘は七歳だという話だった。

案内された場所は、緑の深い公園だった。

両家で借りきったその公園のどこかに、相手の娘がいるということだった。

少年がその子を見つけて運命的に出会うところから、見合いが始まる。後は二

人で距離を縮めて、仲を深めてもらって、自然な流れで婚姻の話へと持ってい

く、と0

バカじやないのか。

こんだけ広い場所を借りきってまで演出しておいて、運命も何もあったもん

じやない。自然な流れも何も、段取りの最初から最後まで、不自然じやない場所

が一か所たりとも見当たらない。

聞けば、既に百近くの縁談を取りまとめてきた名媒酌人の手配であるらしい。

なんというか、その事実が既にうんざり案件だ。既に二百人近い男女が、こ、っい

うわけのわからないセンスに付き合わされてきたというのか。心よりご同情申し

上けます。これから自分もそつちに行きますので、どうかよろしくお願いしま

す。

そんなことを考えながら馬車を降りて、公園に入つた。

ちよっとした湖があって、それをぐるりと囲む遊歩道があって、花畑があっ



て、いくつもの森がほどほどに視界を遮っていて。さあ思う存分ドラマチックを

堪能しなさい、という意図が透けて見えて、どうにも胸焼けがしそうになった。

「......さつさと済ますかな」

気遣ってくれていた義兄には悪いが、今回の話について、少年は心底どうでも

いいと思つていた。

そもそも、十の子供を政略結婚のコマとしてホィホィ使ってしまうょうな家に

生まれたのだ。愛だの恋だのに夢を抱くょうな育ち方は、最初からしていない。

ついでにもうひとつ理由を挙げるなら、相手の年齢だ。

何だ七歳って。三つも下じゃないか。

今回の縁談を言い出したやつは、どうせ子供同士だから多少の差があったとこ

ろで問題はない、くらいにしか考えていなかったに違いない。大人にありがちな

勘違いだ。子供にとっての三年間という時間の大きさ、そこから出てくる絶望的

なまでの人生経験の違いというやつのことを、まったくわかっていないのだ。ど

んな大人だって子供だった時代を経験しているはずなのに、そういう当たり前の

ことをどうして忘れられるのか。

——さて、それはそれとして、その七歳児はどこにいるんだろう。

ありがちなロケーションから順番に潰していくことにする。

季節の花畑。いない。

丘の上のガゼボ。いない。

風の吹く遊歩道。一周してみたけど、それらしい相手は見つからない。

これはもしかして、もしかするのかもしれない。

何せ相手は七つである。今回のこの茶番の意味を正確に理解できているかも怪

しい幼さである。もしかして本当に、かくれんぼか何かと勘違いしているのかも

しれない。だとしたら、状況は少し厄介だ。何せこちらは、ドラマチックな演出

の妨げになるからか、相手の容姿さえまともに知らされていないのだから。

であれば、既にチェック済みの場所も、もぅ少し詳しく調べたほぅがいいか。

「まいつたな……」

面倒だなと思いながら、その場でくるりと振り返つた。



少し離れたところにいる小さな女の子と、目が合つた。

「............あ」

「............ひゃ」

考えてみれば、当たり前のことである。

大人の世界の面倒くささを既に受け入れていた少年と、それより三歳も若いこ

の少女とで、この状況に対する考え方が同じだとは限らないのだ。

強引に結婚させられるというその相手のことを警戒するのは当たり前。出会い

という決定的なィベントをできるだけ先延ばしにして、その間に少しでも相手の

ことを観察しておこうと考えるのも、まあ自然なことのはず。

「Фっっ」

悲鳴じみた小さな声、少女は踵を返して走り出そうとして、

ドレスの裾を踏んだ。

盛大にずっこけた。

薄い蒼色のレースを重ねた高価そうなドレスが、一瞬で土まみれになった。

「あ......うあ......」

女の子は頑張った。一瞬だけ、g堪えた。

一瞬しかもたなかった。ぺたんと土にお尻を落としたまま、土砂降りの空もか

くやという勢いで、わんわんと大声で泣き始めた。

湖の水をふくませたハンヵチで、顔についた土を拭ってやった。

ドレスの土は、できる範囲で払ってやった。

それでもぐずぐずと暗い顔はひっこまなかったので、少年は自ら近くの土の上

に身を投げた。ごろごろとその場で転がり、着ているスーッを徹底的に汚す。

その様子が、ょほどおかしかったのだろう。女の子はすぐにきょとんとした顔

になり、やがて、楽しそうに笑い始めた。

「どう？これで、怒られる時は僕も一緒だ」

「うん！ I

びよこん。その子の尻のあたりから、黒毛のしっぽが飛び出た。

——その女の子は、先祖返りを起こしていた。



汚れた手袋を脱ぎ、ドレスの泥を払うと、はっきりと見てわかった。

徵無しの一族に生まれたはずなのに、遠く遡，，った血縁のどこかに混じっていた

獣人の血が、彼女の代で中途半端によみがえっていたらしい。

両手両足を覆う、薄い黒の毛皮。尻から生えた尾。帽子の下に隠されていた、

小さな子猫の耳。よくよく見ると瞳も猫のそれで、頰には六本ほどの細いひげが

生えている。

「ワタシみたいなデキソコナィには、ちようどいいエンダンだって」

喉のあたりにも違いがあるのだろうか、発音も少しだけ独特に聞こえた。

「あ一、なるほどなぁ」

おそらく、月並みにプライドの高い一族だろう。

そこに生まれた獣人もどきの娘など、邪魔ものでしかなかったはずだ。

ならば今回の政略結婚の話が強烈にゴリ押しされていた理由も納得できる。厄

介払いをしたうえで、良家二つの間のパイプを強化できる。この子の家の連中に

は、相当の妙手に見えていたに違いない。

「あなたは、ちやんと、シルシナシですか？」

「まぁ、いちおう、そうだね。徴無しだつてことを『ちやんと』と言つていいの

かは難しいとこだけど」

「エ？ シルシナシなら、みんなとおなじ。ちやんとしてる。でしょう？」

「そのへんは、ケンヵイのソーイってやつかな。世の中には、君のご両親以外に

もいろんなやつらがいるんだよ」

「......むずかしいコトハ、よくわかりません」

「僕は十歳だからね。七歳よりいろんなことを知ってる」

「ズルい。ヮタシもすぐ十歳になります」

「そのころには僕は十三だ。今よりもっと勉強して、もっと物知りになってる」

「……ぅ一」

頰を膨らませる女の子の姿は、いかにも年相応で、可愛らしかった。

もちろん結婚適齢期にはまだまだ遠い。

けれど、魅力的だなと、認めざるを得なかった。



なんだかんだで、ドラマチックな出会いをさせられた。距離も縮まったし、仲

もよくなってしまった。後は自然な流れで婚姻話に至るだけ。

まさかすべてを計算されていたというわけではないだろうけれど、結果的には

思惑通りに動かされた形になるわけだ。なんというかこう、むかつく。

「ぁの」

怒りが顔にでも出ていたのだろうか。どことなく申し訳なさそうに、女の子が

泥まみれの袖を軽く引いてくる。

「今日、ワタシ、もうかえらないと、いけないんです」

言われて気づいた。けっこう時間が経っている。湖のそばに据えられた大時計

を見れば、予定の終了時間まであと十分も残されていないとわかる。

「そうか。ま、そこそこ楽しい時間だつたよ」

言って、その場でかるく伸びをした。

ここまで茶番に付き合ったのだから、もう、家族の期待には一通り応えたと思

う。祖ハカさんは「，/瞳ゥを使ってでもモノにしろ」と強硬に主張していたけれ

ど、正直そんな気にはなれないというかその必要もなかったというか。

だから、この話は、断ろう。

小さなこの子を(あと自分も)道具扱いするような計画には、失敗してもらお

、っ0

「今よりちよつと大きくなつたら、なんとかして家から出るといいよ。きつと、

今のまま徴無しの家に閉じ込められているより、過ごしやすいと思うから」

裾を引かれた。

「何？」

「おしまい、なんですか？」

11る。

「まだ、おハナシしたいです」

それは。

「僕の方は、別に話すことなんて」

据を握る小さな手に、ぎゅつと力がこもる。



たぶんこの子は、これまで、こ、ついうおしゃべりを許されないで育つたのだろ

う。

この子が無知でなくなつてしまつたら、徴無しではないという自分に負い目を

感じなくなる。それは一族の者にとつて面白くない。そんな理由で、鳥籠の中に

閉じ込められていたのだろう。

いまこの手を振りほどけば、それで終わり。

少年は、これまでと同じ生活の中に帰ることになる。

少女も、これまでと同じ生活の中に帰ることになる。

「おねがい、です」

使い慣れない勇気を振り絞っているのだろう。

少し息を荒くしながら、その女の子は#えかける。

「——また、いつか、会ってくれませんか？」

しょうがないな、と思う。

こんなの、断れるわけが、ないじやないか。

百組近くの縁談を取り持った誰かさんの腕を、称賛したくなる。

「わかったわかった。会うょ、会うから泣きそうな顔はやめて」

ひらひらと手を振つて降参のポ^ —ズ。

「ただ、長い付き合いになるかもしれないから、ちよっとは覚悟しといてよ？」

「長い......三年くらいです？」

「そんなので済んだら縁談って言わないんだよなぁ……」

三年後のこの子のことを考える。どんなふうに成長するだろう。

その後の未来のことも考える。どんなふうな女性になっていくんだろう。

そして、そんなことを楽しく想像している自分自身に気づき、悲しくなる。

「たくさん会えるなら、たくさんウレシィです」

「そうかそうか。春んでもらえて、僕も嬉しいよ」

ほんのちよっとの皮肉と、その奥底にこっそり隠した正直な気持ち。たぶん少

女はそんな細かいニュアンスにはまったく気づかずに、言葉だけをそのまま受け

取って、



「メィ！」

直視できないくらいに眩しい笑みを、浮かべた。

卞

両親は喜んだ。祖父も喜んだ。

義兄だけが、どうにも複雑そうな顔をしていた。

けれど「普通にいい子だったから、普通の意味でおつきあいするだけだよ」と

説明すると、「そうか」と少し複雑そうに頷いた。

それからちよくちよくと、二人は顔を合わせる機会を得た。

会うたびに少女は、何か新しい話はないかとせがんできた。その期待に応える

ために、少年はそれまでにも増して勉学に藤まなければならなくなった。

不満がなかったわけじゃない。

主に先方の家のやり方などについてだが、苛立ちを感じたのもしょっちゅう

だ。

しかし、そういったものを差し引いてなお、それは楽しい毎日だった。

いつまでも続いていてほしいと、そう心から願えるょうな日々だった。

1•若き四位武官

ラィエル市は滅びると宣告されてから、そろそろ半年。

わかつていたことではあつたけれど、街は順調にゴーストタウン化していた。

毎日のょぅに人通りは減り続け、賑わっていた店餹街も次々とシャッタ1が下り

ていく。

幸い、晶貭のパン屋はいまだに営業中だった。品数が減ってきてはいるもの

の、定番の商品はまだ健在。すきっ腹の命ずるまま、袋で抱える量のドーナッを

購入する。

「ありがとうございましたぁ一」

店員の気の抜けた挨拶を背中に浴びながら、フエォドールは店を出る。

さて、どこに行こう。

兵舎に戻ってからこいつを食べるというのは、いまいちうまくない。どうせ外

出許可はとってきていないのだから、さほど急いで戻ることもない。せっかく私



服に着替えたこともあるし、どうせなら、見晴らしのいい場所で食べたいと思

、っ0

ド^~ナツのひとつを口にくわえもごもごとやりながら歩き出す。

この街特有の、年季の入った金属の匂いが鼻をくすぐる。

もともとここは、浮遊大陸群随一の鉱山があった場所だ。

急な山稜にへばりつくょうにして生きてきた鉱夫たちの居住区が、そのまま、

今ある街の母体となっていた。そこにまともな都市計画の入り込む余地はなかっ

た。バラックが建てられ、道が走り、路面気動車用の線路が敷かれた。すぐに、

建材としての石が不足した。豊富にあった鉄板が、その代わりを務めた。あちこ

ちから集まってきた岩小鬼やら紫小鬼やらが、次々に採掘用の機械仕掛けを取り

付けた。

道にも壁にも、所狭しと、正体不明のパィプやら雷気線やらが走っている。

おそらくは浮遊大陸群全体でもここにしかない、金属製の街並み。

「よっ、と」

表通りは、まだ歩きやすいほぅだ。場所によっては、馬車が通れるくらいの広

さと平坦さを確保した場所もある。

しかし少しでも裏道に入ると、状況は一変する。

まず、平坦な道というものがほとんどない。そこにあるものは急な坂道と、こ

れまた急な階段のどちらかだ。狭苦しい階段を昆って降りて、螺旋を描いてぐる

ぐる回る。どこもかしこも薄暗く、しかも素人目には似たょうな景色が続いてい

る。方向感覚なんてものはすぐに役に立たなくなる。ついでに言ぇば、方位磁針

なんてものが役に立つはずもない。

ライエル市は、余所者に優しくない街だ——などと言おうものなら、大抵のラ

イエル市民に「冗談だろ」と笑い飛ばされていたものだった。いわく、この街は

•ぃこг

誰にだって平等だ。地元の俺たちにだって、これっぽっちも優しかねぇょ。

それもすベて、過去のこと。

「おわった、った、った」



太いパイプに足をかけ、狭い隙間に体をねじこむ。

道なき道、街中の密林を分け入ってゆく。

この浮遊島の鉱山が閉じてから、もうだいぶ経つている。長い間、メンテナン

スされていないのだろう。途中で何か所か、古くなったリベットが外れて、滑落

しそうになつたりもした。

「……寂しいなあ」

太いパィプに腰掛け、ドーナツをくわえ、一息をつく。

視界の隅のほうを、小型の自律人形がちょこまかと走り抜けていくのが見え

た。

あれらは、製造時に刻み込まれた命令に忠実に動き続けるだけの道具だ。ある

程度複雑な命令も受け付け、その靼囲内であれば多少の判断力を持たせることも

可能。しかし、その命令の外側にあることは一切できない。

この街のどこかの機械をメンテナンスするように、造られたのだろう。そし

て、その命令には「休め」という一文が含まれていなかったのだろう。だから、

あれは、物理的に壊れて動けなくなるその時まで、ああやって仕事を続けていく

のだろう。

「寂しいなあ」

もう一度同じことをつぶやいて、立ち上がる。

廃劇場の脇にある小さな螺旋階段を昇り、重くさび付いた扉に突き当たる。

とにかくごみごみしているこの街の中では、遠くまで見わたせる眺めのいい場

所は限られる。そしてこの扉の向こう、ちょっと大きな建物の屋上であるその場

所は、その数少ない遠景スポットのひとつなのだ。

ここまでの道で、F.丨ナツを既に半分近く食べ終わってしまった。しかし言い

換えれば、残りの半分はまだ残っている。

「ほいへつほ」

さび付いた扉を、全身を押し付けるようにして、開く。耳障りな重い音。

視界が、一気に開ける。

雲海の向こうに、太陽が沈もうとしている。



眼下には、銅板をめちやくちやに張り重ねたような、薄汚れた街並み。

人の気配の驚くほど少ないその景色には、眠りの中に沈んでいるような静けさ

が、薄く穏やかに広がっている。

女の子がいる。

誰もいないだろうと思つていた。ほとんど確信していた◦だから驚いて、口に

くわえたままのド^~ナツを落としかけてしまつた。

広場の隅、手すりのない縁に腰掛けている。

足をぶらぶらさせながら、空っぽの目つきで彼方を眺めている。

その姿からは、まるで生気が感じられない。間違いなく生きているはずなの

に、まるでそう感じさせない。異様に精巧な人形を目の前にした時のような、不

安めいた澎和感。

その横顔からは、うまく感情が読み取れない。空っぽというよりも、その真逆

の表情。色々な感情がごちゃごちゃに混ざり合っているせいで、まるで灰色の空

洞だけが広がっているように見えてしまう。

-あ'—о

フエオドールはその場で、半歩引いた。

——これつて間違いなく、関わっちやいけないパタ丨ンだよね？

確信に近い思いを抱いて、背を向けようと決める。

何か悩みでもあるのかなとかトラブルでも抱えているのかなとか、そんな甘っ

ちよろいことは考えない。そんなもん、あるに決まつているのだ。わざわざこん

な場所まで来て、あんな顔までしていて、その原因が「最近ちよっと体重計に乗

こっ

るのが怖くて」程度のことだったりするはずがない。

しかも、よく見ると、さらにアレだ。この少女、角も牙も生えていないし、白

い胍は毛皮や鱗で覆われてもいないし、背中や尻から翼や尻尾がによっきり生え

てもしなし。

そういう外見を持つ種族は、俗に徽無しと呼ばれ、多くの者たちに嫌悪されて

いる。一般的に不吉の象徴とされてすらいる。近づいてはいけないし、関わって



もいけない。どうせ、ろくなことになりはしない。

そのことをよく心得ていたから、フエオド^ —ルは、

「危ないよ」

そう声をかけた自分自身に、本当に驚いた。

慌ててばしんと右手で口を覆ったけれど、もちろん間に合わない。言葉は少女

の耳に届いてしまつた。

まるで、初めてこちらに気づいたかのように——もちろんそんなはずがないの

だけど——少女はぱちくりと瞬き顔を上げ、こちらを見た。視線が重なった。

その表情に、生気が宿って……いや、戻っていた。

年はおそらくフエオドールの少しだけ下、十代の半ばといったところだろう

か。若草色のふわふわした髪が風に躍り、深緑色の瞳於夕陽を照り返してわずか

に揺れている。

ャバぃ。

関わってはいけないと結論した直後に、思いきり関わってしまった。

「ほへ？」

まるで小さな子供のようなあどけない顔で、少女はまばたきをひとつ。

「あ一。大丈夫よ？ すべって落ちるみたいなドジはしないし。それにこ

こ、下は水が溜めてあるみたいだから万一の場合も安心だし」

そう言って少女は_分の腰挂けている崖の下を見下ろした。それはまぁ確力

に事実だろう。ここの下には、ちよっとした深さの貯水槽がある。落ちたところ

で命に係わるというようなことは、まずないだろう。

「でも、心配してくれたのね。ありがと」

少女は笑った。

屈託のない、いい笑顔だった。少なくとも、そう見えた。つい先ほどまでの翳

りはまさか幻か何かだったのかと、疑いたくなるほどに。

「いや、そうい、っ意味じゃないんだよ」

会話を切り上げてもいいタィミングだった。このまま無言で立ち去っても、不

自然さはなかったはずだった。しかしフНオドールは、言葉を付け加えた。



「察するに君、よその街から来たばかりだろ？」

「うん、そうよ？ I

「じやあちよつと、聞いてほしい。

この街は昔、大きな鉱山だった場所なんだよ。近くの浮遊島で貨幣が刷新され

てた時期なんかには、そりゃもう大勢の採掘師が集まってきてた◦採掘用の機械

仕掛けが次々導入されて、居住区の建て増しなんか全然間に合わなくてさ」

少女が首をかしげる。

「今じやその鉱脈はすっかり涸れたけど、名残は色々残ってる。この街のほとん

どは銅板とリベットでできてるし、山を切り崩した斜面が多いし、居住区のあち

こちに仕掛けられた機械は今もまだ稼働中だ」

「う、、っん？ 変わった眺めの街だなってのは、見てわかるけど」

改めて、少女は街を見下ろす。

「土の地面とかぜんぜん見えないのに、なんだかあったかい感じがするのね。石

造りの街とかとはまったく違う、不思議な感じ」

「それは、まあ......」

あったかい感じというのはもしかしたら、市全体の地下に温水を循環させるよ

うに大がかりな機械仕掛けが埋め込んであるからかもしれない……などと言った

ら、この娘はどう反応するだろうか。驚いたり感心したりするだろうか。呆れた

りつまらなそうな顔をするだろうか。喜んだり笑ったりするだろうか。

「ちゃんと、見ておきたかったんだ。自分たちが、何のために命を遣うのか」

——不思議なつぶやきを、聞いた。

「知らない場所を歩いて、知らない景色を眺めて、知らない人と話して◦そうし

たら、ちよっとだけでも知ってる場所と、ちよっと知ってる景色と、ちよっと

知ってる人のために戦えるじゃない？ そっちのほうが、ずっとがんばれると

思って」

「君、何かと戦うの？」

「うん」

少女は、秦氟に頷いた。



「きみが話しかけてくれて、よかった。街を歩いててもさ、全然他に誰もいない

んだもの。まさかもうみんな死に絶えた後なのかあ！って、ちよっと怖くなっ

ちやつた」

「ああ——わかるわかる、その感じ。街の中で動いてるのが自分一人だったりす

ると、世界の終わりって感じするんだよね」

「そうそう。しかも自律人形だけはへ一ぜんと仕事とか続けてるのが、なんかこ

う、すごく不気味な感じに見えちやうの」

お互いの言葉に共感しあい、二人で何度も頷き合う。

そのうちおかしな気分になってきて、どちらからともなく笑いだす。

ふと、気づいたことがひとつ。

「さっきの話の続き。それなんだけどさ」

少女の腰掛けた場所の近く、継ぎはぎに継ぎはぎを重ねた壁面を指さす。目立

たない色の古びたランプが、ちかちかと明滅している。

「これ？」

「そう、それ。この街にも、眺めてるだけじやわからない地元の風景、ってのが

あってね。具体的にはそのランプとかがそうなんだけど」

「、っん」わかってない顔。

「さっき言った、稼働してる機械だよ。もちろん完全に昔のままってわけじやな

くて、いまは少し改造されて暖気の確保とか用水の管理とかに使われてるんだけ

ど、機械そのものが古いのはどうしようもなくて、特に排気あたりのシステムが

従来のままで」

「、っん」わかってない顔。

「アラートランプが光った後、ときどき、派手に蒸気を噴いたりする」

計ったょうなタィミングで、フエオ^ルが言った通りのことが起きた。

さほど温度が高いわけでもない◦量も密度も大したことがない。直撃したとし

ても、やけどなどの心配はまったくない。

この街の住人であればとりたてて驚くこともない日常の光景。

そしてもちろん、この街にまだなじんでいない異邦人の少女は、



「んがあっ!?:」

やたらと雄々しい悲鳴をあげて、思いきりのけぞった。

ずるりと尻がすべった。

繰り返すが、少女の腰掛けていた場所の真下には、ちょっとした深さの貯水槽

がある。落ちたところで命に係わるということは、まずないだろう。

どっぼお一ん。派手な水音と、それに負けない水柱。

「だから危ないよって言ったのに」

貯水槽から少女を引き上げた。

「その後の話が長すぎ……」

「うんまぁ、それについてはごめん。つい興が乗っちやってさ」

冬は過ぎた。毛皮のない自分たちでも、そこそこ暖かく風を受け止められる季

節だ。しかしさすがに、全身びしよ濡れのままで過ごせるというほど暖かいわけ

ではない。

「早く帰って、お風呂に入ったほうがいいよ。道とかは、大丈夫？」

「だ、大丈夫……」

ぷるぷると少女は小さく体を霞わせる。

「いい、今のは、別にびっくりしたとかじやないんだから◦少し泳ぎたいなって

思ったから、自分で飛び込んだんだから。わかる？」

あまりに無茶苦茶な強がり。ぶっ、と思わず吹き出してしまう。

「いや、それはさすがに無理があるよ」

「う......やっぱり？」

気まずそうに、少女は視線をあさってのほうに向ける。意地っ張りなのか素直

なのか、よくわからない子だ。

ぶへくし、と力強いくしやみ。

「ほらほら、急いだほうがいい。この街は、陽が落ちた後の冷え込みがすごいん

だ。こんなことで風邪をひくのもバカバカしいだろ？」

っするI

ぶるるっとまるで犬のように体を震わせる。



「その……危ないつて教えてくれてありがとね、あんまり役には立たなかつたけ

ど」

「ひとこと余計だけど、どういたしまして。ほら、はやく帰つた帰つた」

しつしと手を振つて追い払う。

「うん、そうするI

へくしつ、と今度はそれなりに可愛らしいくしゃみ。

少女はフエォドールに背を向けて、

「あのさ。お互し名^も知らなしのに変なことを言う力もしれなしけど」

「え？」

「わたしのことは、忘れてくれると嬉しいかな」

奇妙なことを言い残し、ぱたぱたと水滴を辺りにふりまきながら、駆けだし

わざわざ言われるまでもないことだと思つた。

何せ、今の自分は、伊達眼鏡をかけていない。

あれがないと、うまく愛想笑いができないのだ。今の自分はきっと、みっとも

なく顔をひきつらせていたに違いない。あの少女は特に何とも言っていなかった

が、内心では呆れていたかもしれない。互いに見知らぬ同士、二度と会わないだ

ろうことは幸いだつた。このまま忘れて、なかつたことにしてしまいたい。

「……本当に、何やってるんだろうな、僕は」

真顔で、忌々し気に吐き捨てる。

ドーナツをくわえて、嚙み砕いて、飲み込む。

ふと、遠い空のほうに目をやる。

今日は、よく晴れている。視界を遮る雲がないから、いつもより遠くまで見渡

せる。

雲海の彼方に、ひとつの黒い塊が、ぽつりと浮かんで見える。

39番浮遊島。

/V > ノ

ほんの五年前までは、この38番浮遊島にとつての、良き隣人だつたもの。

肥沃な平地を擁し、近隣の浮遊島の食糧事情を力強く支えていた。獣人を中心



に、多くの種族の者たちが住み暮らしていた。

すべては過去形だ。五年前のあの日、あの島のすべては変質した。

今のそれは、浮遊大陸群の空を漂う、巨大な墓標であり——

〈重く留まる十一番目の獣〉という名の脅威、そのものたつた。

この世界はずつと、破滅の傍らにある。

この手の話題の始まりに挙げられるべきは、やはり、人間種の暴虐と、地上の

終焉であろう。

今を生きる者にとってはにわかに信じがたいことではあるが、かつて、あの地

上の広大な土地は、そのほとんどが肥沃であったのだという。緑で覆われていた

り、海という名の巨大な水たまりがあったり、数えきれないほど多彩な生き物で

溢れていたりした。

その地上を滅ぼしたのが、人間種だった。

彼らは、強大にして理不尽な侵略者である〈十七種の獣〉を生み出して世界に

放った◦そいつらはあっという間に、人間種ごと地上を食い尽くし、何もない灰

色の砂原へと変えてしまった。

かろうじて生き延びたわずかな者たちは、大賢者という偉人の導きにょって、

空の上へと住み処を移した。

〈十七種の獣〉は空を飛べない◦無数に浮かぶ巨大浮遊岩の上に住み着いた彼ら

あ，い

は、ひとときの安寧を得ることができた。脅威の届かないその場所を新たな住み

処にしょうと、家を建て地を拓き、街を興していった。

地上は広く、浮遊岩の上は狭い。

失ったものはあまりに大きく、残されたものはあまりに小さかった。

それでも彼らは、_分たちを受け入れてくれる最後の天地を浮遊大陸群と名付

け、新たな故郷とした。

それから五百年以上の時が流れた。

いちおぅは平和と呼べる日々が続いていた。

その間、〈十七種の獣〉の襲撃がまったくなかったわけではない。幾つもの浮



遊島が墜とされたし、そこに生きていた者たちの命は失われた。

けれど言い換えれば、被害はそれだけに抑えられていた。

地上そのものをあっといぅ間に滅ぼした〈獣〉の脅威に脅かされ続けながら、

浮遊大陸群はそれでも空に浮かび続けていた。

そんな日々も、五年前のあの日、突然に終わりを迎えた。

その日、 が11番浮遊島に現れた。

その二月後、

『壊れかけた天秤の右と左J

• expensive bullet •

1•使い捨ての兵器

一隻の飛空艇が、港湾区画へと入ってきた。

戦略艇『ゥルティーヵ』。護翼軍が保有する全飛空艇の中でも、最大級の出力

と積載量を誇る一隻だ。

そもそも実戦投入されることをまともに想定されていなかつた、言つてみれば

スペックのお化けである。燃費が悪くてとても実用に堪えないと評判の重環式の

大型呪燃炉を、よりにもよって基部底部に左右補助翼部の四基搭載。べらぼぅな

出力を扱いきれるよぅにと駆動部分の部品はほぼ緋重鋼製、となればめちやく

ちや重くなる機体をどぅにか支えねばなるまいと、姿勢制御用のものも含めた111:

転翼は脅威の十六対、通常の大型飛空艇の四倍近い。およそ望みうる最高の馬鹿

力には、やはり最高の主砲がよく似合う。というわけで、そもそも都市防衛用の

据え付け兵器だった『山投げ機』をまるごと載せてみたりもした。

ひとことで言えば、アレだ。「さいきようのひくうてい」だ。

ただただ最強と最強と最強を組み合わせ、燃費も維持費も呪燃被害もそのほか

諸々もすベて無視して造り上げられた、自己満足の紘晶にして最高の芸術品。

「お前さん、あの艇についてどう思う」

一位武官に聞かれ、フヱオド^~ルは少し考えて、

「設計した人は楽しかっただろうなあ、と」

思っていたことを正直に答えた。



関係者全員、どれだけ悪い酒に酔っていたというのだろう。あんな悪ふざけみ

たいなオモチャが設計され、製造され、さらには運用されるとは。

「あれを、今回の攻撃作戦の切り札にせょという、将官からのお達しだ」

「でしょうね」

あの艇は、誰にとっても等しく破壊者だ。

ひとたびその主砲が火を噴けば、小さめの都市がまるまるひとつ吹き飛ぶ。つ

いでにその一撃のための費用だけで、やはり小さ目の都市がまるまるひとつ干上

がる。

そんな馬鹿げた兵器ではあるが、こうして実際に戦場まで運ばれてきた以上、

望まれていることはひとつだけだろう。

「面倒だな」

「面倒ですね」

そもそも〈獣〉に対して、魔力を伴わない通常の兵器の効果は薄いと言われて

いる。まったく効かないというわけではないのだが、とどめを刺せるほどの決定

力を持たない。護翼軍に充分な交戦記録の残っている0一番目〉や〈六番目〉と

の戦いでは、通常火砌の類は基本的に1牛制や時間稼ぎとして使われたとされてい

る。

普通の人ならば、他の手段を探そうと考える。

そしてたぶん、普通じゃない誰かが、考えたのだ◦まったく効かないわけでは

ないのだから、あとは単純な火力の問題ではなかろうか——と。火砲が十分の一

しか成果を挙げないのならば、百倍の威力のものを叩きこめばいいじゃないか

と0

言うまでもなく。そんなことを言われた現場は、百倍苦労する。

魔力とは、，炎のようなものだと言われている。

その根拠のひとつが、それそのものを保存することができないということだ。

その力を扱おうと望むなら、その場その時で魔力を熾さなければならない。そし

て、体の中で熾した魔力は、その体に接する形でしか外に影響を及ぼすことがで

きない。



つまり、矢だの砲弾だのに込めて放つというような芸当はできないのだ。

魔力を伴う攻撃を〈獣〉に放ちたいのならば、どうしたところで、魔力使いが

直接接近戦をするしかない。

——ああ、いや。そうか。ひとつだけ、手段はあるのだ。

そして今のフエオドールは、その手段の存在を知っている。

魔力を熾す性能をもった精霊を、砲弾代わりにぶつける。この方法であれば、

〈獣〉に近づくことなく、有効な攻撃が可能だ。

なるほど、誰が考えたものかは知らないが、これは合理的な手だ。無理難題で

しかなかった対〈獣〉戦闘に、光明が差してきている。

「一位武官。つかぬことをお聞きしますが」

Т1っん？」

「あの上等相当兵たちですが、当然、一位以上の位官三名の署名を得ているはず

ですよね？ その三名がどなたなのか、お聞きしてもよろしいですか？」

「……第二師団のラィムスキンー位武官。憲兵科のバロニ=マキシー位武官。そ

して第五師団のおれだな。それがどぅかしたか？」

少なくともその三人は、知っているはずだ。

いま兵士相当の扱いをされながらこの基地にいて、しかし兵士になれないモノ

のことを。その理由と、彼女たちの正体を。

「それでは一位武官、もし-」

口をつぐんだ。

これは、尋ねてはいけないことだ。なぜなら自分は、あの少女たちの正体を、

まだ知らされていないのだから。知らないはずの知識をもとにした質問など、し

てはいけない。

「いえ、何でもありません。ありがとぅございます」

「そ/つ力？.......そ、つ力I

一位武官は小さく訝しげに首を傾げたが、それ以上は追及してこなかった。

ティアットは、またあの廃劇場の上で、膝を抱えていた。

二度の転落で、学んだといぅことだろぅ。蒸気の噴出'口からは少し距離をとっ



ていた。

扉の開く音でこちらに気づいたか、ティアットはちらりと横目でフエオドール

の接近を確認して、

「卜^—ナツ1_

へいへい、と手招き。

「君は僕を何だと思ってるんだ」

「なんかいつも美味しいもの食べてる人」

ぐ。痛いところを突かれた。うまく否定できない。

「あ、そうだ。そういうのどこで売ってるのか教えてよ」

「それ聞いてどうするのさ」

「こっちの浮遊島、あんま味がないものばっかなんだもの。コロンたちにおみや

げ買って帰らないと。わたしばっかり美味しい思いしてるのも悪いじゃない？」

「許可をとらずに敷地の外に出るのは、認められてないんだけどね？」

「え一。頭の固い上官みたいなこと言わないでよ」

「君は僕を何だと思ってるんだ」

「頭の固くない上官」

ああもう。認めたくないけれど、口先では敵わない。

「これだけ出歩いてれば、自分の足でも見つけられるんじゃないの？」

「ん一、手当たり次第で食べ比べするには、手持ちのおこづかいがちよつとね」

護翼軍の兵士の給与は、決して安くなどない。上等兵ともなれば、大きな家庭

をちよつと贅沢させながら養うくらいのことは簡単に出来る。少なくとも、学生

レベルの食べ歩きに躊躇しなければならないような額ではありえない。

少なくとも、兵士でさえあれば、そのはずなのだ。

「……いつもここにいるけど、そんなに気に入つた？」

「ん一、そういうわけでもないんだけど......いや、そういうことなのかな」

首をかしげる。

「いちおうこの街、あちこち見て回つたんだけどね、ここが一番、さびしい感じ

がするんだ◦風がちよつと強いけど、静かだし、誰かさんが来てる時以外は誰も



いないし。考え事するには最高じゃない？」

「そうだね。考え事には最高だ」

言って、テイアットからは少し艴れた場所に腰を下ろす。

目線は空ょりも少しだけ低く、ライエル市を広く見渡せる角度へ。

「この世界に、守る意味なんて、あると思う？」

「ほへ？」

テイアットがほんの少しだけ距離を詰めてきて、手を差し出してくる。

「どういう質問？きみって護翼軍の武官でしょ？ そういうのの結論を先に見

つけてからなるものじやないの？」

「僕の話じやない。君の話だ」

伸ばされた手に、おかわりのドーナツを載せてやる。

「上級相当兵としてのでもなく、遺跡兵装だったかに適合したっていう、精霊と

しての君に聞いてるんだ」

ドーナツを口にくわえて、一一、三回もごもごやった後で、

「——なんで知ってるの？ けっこう上位の機密のはずだけど」

「そりゃあ」

情報屋を使って調べたからだ。……などと、話すわけにはいかない。

というか、Ш分がそんなことを知ってしまったと当人に、ハラすのも、本来なら

ば非常にまずい行動だ。どうしてこんなことをしているのか、自分でもよくわか

らない。

「僕は君たちの監視役で、一時的でもなんでも、上官なんだ」

とってつけたような理由を返す。

「監視役として知るべきことは、何をしてでも知る。それだけだよ」

ぶっ、と、少女が噴き出した。

「何で笑うのさ？」

「ごめん、ちょっと懐かしくて」

今のでドーナツのかけらが喉にひっかかりでもしたのか、胸のあたりをとんと

んと叩きながら、軽く^なんぞを目もとににじませて、



「前にも、わたしたちに向かって、そんな感じのこと言ったやつがいたんだ。

すっごくかっこつけてたけど、根っこがドジで、あんまり似合ってないの」

ひとつの名前を思い出す。ティアットがこういう顔をしながら、以前に挙げて

いた名前。そして、ラキシュとコロンが語っていた、以前彼女たちの管理者と

なっていた人物の名前。

「例の、ヴィレムつて人のこと？」

「そうそう。わたしたちの、駄目なおと一さん」

けらけらと、楽しそうに笑う。

この反応からして、尊敬……はわからないけれど、少なくとも親しまれ愛され

た人物ではあったらしい。

立場のせいなのか、年が近いらしいせいなのか、自分の知らない誰かと何かに

つけて比較されるということは、正直、あまり面白くない。

「守るよ」

唐突に、ティアットがそんなことを言い出した。

「さっきの話。世界に価値があるかとか、そういうのはよくわかんない◦そうい

うのを自分で考えられるほど、世界を広く見てきたわけでもないし。知り合いも

少ないし。

だから、難しいことは考えない。世界とか仲間とかを守るって自分で決めたか

ら、そうする。意味とか肺値とか考えない。

決まつてることなんだから、迷うこともない。それだけ」

「それは……」言葉を探す「英雄願望、みたいなもの？」

「ん一、ちよっと違うとは思うけど、似てるかも。命を捨てて戦うのって、とり

あえずかっこいいよね。年頃の少年少女だったら誰だって憧れちゃうやつだし」

「僕は......」

-自分の命より大切なものなんて、そうそうあるはずがないんだ。

——だからこそ、そいつを見つけたやつは幸運だし、幸せなんだよ。

「……僕は、そうは思わないけど。見ず知らずの誰かより、自分の命のほうが大

事だよ」



「なんだ、ロマンないなあ、男の子」

「そういう美学も自己満足も、生きていてこそだからね」

ド.—ナツの紙袋を僚らに置き、改めて街を眺める。

角度のせいか、地区の偏りのせいか。ここから見える街には、そこに生きて動

いている者の姿はほとんど見えない。人の数が少なくなっているのか、それとも

まったくいなくなってしまっているのか、ほとんど区別がつけられない。

終わりつつある世界と、終わってしまった世界との境界が、ここでは曖昧にな

る。

「それはそうかもだけど。でも、わたしたちは、生きてないのょね」

ドーナツの最後のひとかけを口の中に放り込み、ティアットは静かな声で言

、っ。

「どういう意味？ I

「文字通りの意味。え一と、どこまで知つたの、わたしたちのこと」

「そう多くはないよ。自然発生した精霊だということ、別の兵器と適合すること

によつて戦力になること、『開門』つてのをやつて廃棄されること」

ティアットは頭をぽりぽりと搔いて、

「あ一、そんだけか。じゃあ、けつこう頭から説明しないといけないかなぁ」

指折り数えながら、解説を始める。

「すっごくざっくりした話をするよ？

まずわたしたちは、黄金妖精って呼ばれてる自然現象。動いて喋って考えてる

けど、厳密には生き物じゃない——」

ティアットは語る。

いわく、それは死霊の一種だ。厳密な意味での生命には数えられない。

妖精というのは本来、自己主張がささやかすぎて、実在も怪しまれるようなレ

ベルの心霊現象だ。森の奥から聞こえてくるくすくす笑い。夜中にちよっとだけ

減っているミルク。家畜たちの周りを飛び回ってからかう、目に見えない何か。

そして黄金妖精も、本質はそれらと変わらない。人里近くに//発生//し、そし

て誰にも知られずに消えていく。



ただし消滅の前に誰かに拾い上げられれば、それは一人の徴無しの子供として

_i-3:Д》rJ

の存在を確定する。そして、生き物の真似事を始める。

喜び、笑い、苦しみ、憂い、憧れ、嘆き……

むか

そして死を迎えるところまで、まるで本物の生物であるかのように、なぞるの

「——とまぁ、どっちかというと、怪談話の主役なわけね。死んでるのに気づい

てなかった幽霊とか、そういう類のモノなわけ。肉体も普通の意味では持ってな

くて、密度の高い魂魄が自らを象らせるかたちで擬似物質を構成しているとかナ

ントカ」

「肉体が……ない？」

にらみつけるような強さの視線で、隣の少女の姿を、見る。

短い若草色の髪が揺れている。スヵートの裾が、街のほうから吹く風を孕ん

で、大きくはためいている。口元にドーナツのかけらが張り付いている。どこか

らどう見ても、ちょっとだけ発育不良なだけの、元気な十代の少女の姿。

「じろじろ見ないでよ、えつち」

「徴無しの子供を相手にそんな気にはならないよ。それより」

「子供って言うな' これでも最近ちよっと大きくなったんだから！」

「そんな話はどうでもいいんだ」

「よくない」

「どうでもいいってことにしてくれ」懇願する「それより、体がないっていう風

にはとても見えないんだけど」

「黄金妖精の中には、それだけ桁違いのエネルギーが詰まってるってこと。

これが、わたしたちのことが機密扱いになってる理由のひとつ。この体とかを

作ってる魂のエネルギーを解放したら、大爆発が起こせるわけ。実際にはそんな

に簡単に解放なんてできないんだけど、それでもやっぱり、そばにいると気分は

よくないでしよ？」

どか一ん、と握り拳を開いて大爆発を表現。



「そして、その大爆発を活用した最新秘密兵器こそが、護翼軍が誇る最終秘密兵

器だったのでした。もちろん魔力も乗っかりまくってるから、〈獣〉相手でも効

果は抜群。ずっと〈六番目の獣〉との戦いで使われ続けてきてたものだから、実

い.：Liい 亡んぱい

用性はもぅヵンペキに立証済み。偉大なり、わたしの先輩たち」

拳を握り直して、ぐっと親指を立てる。ついでに、にこやかな笑顔。

「まぁ、〈十一番目の獣〉にもおんなじょぅに通用するかは、まだわかんないけ

どね」

「三か月後に予定されてる攻撃作戦は——」

フエォドールは、平坦な声で返す。

「その〈十У番目の獣〉がどれだけャバい脅威なのかを測る、情報収集の側面を

持ってる。ある程度ぶつかったら退却して、得られた情報をもとに作戦を練り直

す。だから、君が言うとおりの超兵器だったとしても、急いで使う必要はない」

「そんなことないでしよ？ わたしたち爆弾が〈十一番目〉にどのくらい通用す

るのか、ひと当てすれば、はっきりわかるよ。有益有益」

「これまで君たちが〈六番目の獣〉の||:«1から世界を守ってきたんだろう？ 本

来なら、讃えられるべき立場だよ。こんな扱いを受けて、納得できてるのか？」

「ん一、しようがないんじやないかな」

「まだ死にたくないとは、思わないのか？」

ティアットは笑った。

ぞっとするほど素直で、裏表の感じられない、明るい笑顔だった。

「思うわけ、ないじやない。だってわたしたち、最初から生きてないんだよ？」

「-それを信じにくいつて言つてるんだ」

「疑われてもなあ。事実は変わらないんだけど」

う.—んと少し考えるような顔をして。

ああそうだ、と何かを思いついたような表情になつて。

ティアットは、拳を、近くの金属壁に叩きつけた。

都市を構成する大がかりな機械の一部であるその金属壁は、単なる平面ではな



い。排瓢通風用に細いスリットが刻まれ、その上部には庇がかけられている。そ

Jy\ J、 こぶ

れは、触れ方次第では鈍いナィフのようにもなる。

ж:>が裂けた。

赤い血が、勢いよく辺りに飛び散った。

目前の光景の意味を理解できず、フНォドールは硬直する。

「なに……してるのさ……？」

「さつきの話の証明。この通り、わたしは傷つくことも死ぬことも、恐れてな

ぃ」

「痛く、ないのか？」

「痛いょ。感覚はちゃんとあるから。でも、それだけ」

生き物が傷つくのを恐れるのは、それが死に近づくことだからだ。

言い換えれば、死を恐れない存在であれば、自分の体が傷つくことをことさら

に避けることはない……そういう理屈。

「碰弾は怯えない。決死の戦いで使う兵器としては、そっちのが便利でしょ？」

言、っ通り、痛みはあるのだろう。その額に、かすかに、汗がにじんでいる。

それでもティアットは、にこやかに笑って、そんなことを言ってみせる。

「——わかった」

これ以上、見ていられない。

フエオド^~ルは視線を切る。

「僕は、何も知らなかったことにする。だから、君たちは君たちの役割を果たせ

ばぃぃ。

命を捨てて浮遊大陸群を救いたいっていうなら、そうすればいい。僕はもう、

止めたりなんてしない」

立ち上がる。

自分の軍服の襟元を裂くようにして開き、内側に縫い付けてある簡易救急パッ

ケージを引きはがすと、ティアットに向けて投げつけた。

「兵器を自称するなら、戦場に立つまで自分のパフォーマンスを維持しなきゃ駄



目だ。一応上司の立場だから言ぅけど、無意味な自傷行為は今後禁止だ。いい

ね？」

「はぁい」

パッケージの中から薬液を染みこませたガーゼを引つ張り出しつつ、ティアッ

卜はぞんざいに答えた。

2•遺跡兵装適合精Й

第五師団基地、女性用兵舎。その隅のほぅに、四人用の予備宿泊室がある。

つい先日までは、物置だった。

落書きだらけの机やら絵図鑑やら火碰手入れ用のエ具セットやらボロボロのぬ

いぐるみやら関節の歪んだ木組み人形やら、といった先客にはひとまずょそに移

動してもらって、簡単な掃除の後に四つのベッドが運び込まれた。その部屋の真

ん中で、

「痛ぃぃぃぃ」

いまティアットが、涙目になってのたぅちまわっている。

「何だあれは」

部屋に入ってきたばかりのパニバルが、荷物をベッドの横に下ろしながら尋ね

る。

「怪我したのか？手を？」

「フエオドールさんに、わたしたちのこと、バレたんだつて」

救急箱のふたを閉めながら、ラキシュが説明する。

「......それで、どうして怪我して帰つてくる？」

「死ぬのは怖くないつて、証拠を見せようとしたんだつて」

ずいぶん ばか

「ほう。それはまた随分な馬鹿だな」

「ばかだよね」

ラキシュにしては辛辣な言葉遣い。二人の呆れた視線がティアットに注がれ

る0

「どうして、こんなことしたの」



咎めるようなラキシュの声。ティアットは赤し顔でそつほを向レて

「死にたくないとは思わないのか、とか言われたから」

「え？」

「あいつ、わたしたちが死ぬってこと、納得してなさそうだった◦ナィグラート

みたいに、そんなの許せないって感じで、怒ってくれてたの」

あいたたた。薬、しみるしみるしみる。

「……それで、なんで、ヶガして帰ってくるってことになるの」

「わけわかんないことするやつのほうが、怖いじゃない？」

「意味わかんないよ」

「だから。わたしがこういう、わけわかんないことしたら、あいつだってもうこ

れ以上関わりたいとか思わないでしょ？ 距離おけるでしょ？」

「......なんで」

ラキシュは悲し気に目を伏せて、

「なんで、わざわざ突き放そうとするの？ 妖精倉庫の外のひとだからって、敵

とかじゃないんだよ？もしかしたら、ヴィレムさんみたいに……」

「その名前を出すなら、わたしの答えもわかるでしよ？」

赤い顔のまま。唇を尖らせたまま。ティアットは横顔で答える。

「ヴィレムみたいなやつは、ヴィレムだけでいい。わたしたちはもう、//門ゥを

開く覚悟を決めた。まだ生きていたくなるような理由は、もういらない」

「だから……なんで、そんな、悲しいこと言うの……」

「忘れちゃったの？もともと妖精兵って、そういうものでしよ」

にへ、と。力なく笑う。

卞

ティアットら黄金妖精たちは、浮遊大陸群の各地で発生し揄獲されたあと、妖

精倉庫と呼ばれる場所に集めて、育てられる。

妖精の擬似肉体は、かつて減んだ人間種を摸して作られているらしい。だから

空腹になればものを食べるし、眠くなればぐ一すか眠るし、怪我をすれば血を流

すし、時間が経てば成長もする。



妖精倉庫には、同じ境遇の妖精が常に三十前後集められていた。

その中には、ティアットから見て年上の者もいれば、年下の者もいた。

かつてそこには、クトリ.ノタ.セニオリスといぅ少女がいた。

ティアットは彼女のことをとてもよく知つてした。

青く長いさらさらした髪に、蒼く澄んだ瞳。

好きな食べものは、茸たっぷりのミルクシチユー。甘いものはあまり食べず、

;んあし

コーヒーにも砂糖を入れない派。読む本の傾向は恋愛もの多め。お風呂に入ると

きはまず右足から洗うクセがある。

護翼軍が地上から発掘してきた中で最強の遺跡兵装である「セニォリス」に適

合していた、最強の妖精。

門を開かず……魔力の暴走にょる大爆発を起こさずとも、数々の〈六番目

の獣〉を打ち破ってきた。妖精は使い捨てを前提とした兵器だが、再利用が可能

ならばもちろんそれに越したことはない。単一の妖精が出撃した戦闘回数におい

て、護翼軍の記録に残っている限りでは、彼女の名前は不動の一位の座を獲得し

ている。

最初はただ、すごいなあ、と思つていた。

かっこいいなあと、その背中を、眩しげに見上げていた。憧れていた。

そのうち、ティアット自身の手足が伸び始めたころには、その憧れは希望に変

わった。自分もいつか、戦場に向かうことになる。その時にはきっと、あのクト

リ先輩みたいな、立派でかっこいい、最高で最強の妖精になるのだと。

ずいぶんと昔、最大級の〈六番目の獣〉の襲撃が予見された時のことだ。

クトリ.ノタ.セニォリスが門を開かなければ勝てない、というのがその予見

の内容だった。世界のために死んでこいと言われた時、彼女は怯えも惑いもせず

に、静かにその運命を受け入れた。

少なくとも、彼女の背中が、ティアットにはそう見えていた。

そこに現れたのが、あの男だった。ヴィレム•クメシュニ位呪器技官。減んだ

はずだった人間種の生き残りで、壊れかけた遺跡兵装を絶好調状態にまで修復で



きる驚きの技術者だった。ちよくちよく陰を背負ったような表情をしていたが、

基本的には間が抜けていて隙だらけの、頼りないお兄さんだった。

テイアットが気がついた時には、二人は恋仲になっていた(ように見えた)。

死にゆく乙女と、死んでいるはずだった男の出会い。すれ違い、触れあい、そ

して重なり合う思い。芽生える愛。なんというかもう、恋愛ものの創作物語の筋

書きをそのまま読み上げたような光景が、テイアットの目の前で繰り広げられて

いた(ように見えていた)。

しかしその逢瀬の時も、それほど長くは続かなかった。

妖精はどうしようもなく短命だ。

クトリ.ノタ.セニオリスは、当初の予定よりもほんの少したけ長生きした。

けれど結局、テイアットの知らない場所で、戦いながら死んだ。大切な仲間たち

を守るために、自分が自分として生きていられる時間を自ら使い切って、

遺跡兵装を振るった......そう聞いている。

その話を聞いたとき、ティアットは泣いた。尊敬する先輩がいなくなって、大

好きだったお姉ちゃんに二度と会えなくなって、悲しくて寂しくて、やりきれな

かった。

そして、涙が涸れると同時に、決意を固めた。

あの人は、クトリ•ノタ•セニオリスという妖精の物語を走り切った。だから

ここからは、自分が走る番なのだ。

ずっと憧れてきたあの背中を、一生1м叩に追いかけよう。少しでも距離を縮め

よう。

いつか、きっと、今より少しだけ先の未来には、自分もあんな風になれるの

だ……そう信じよう。

あの時には、本気で、そんなことを考えていたのだ。

卞

「だから^—、そんなしんみりすることないじやない」

泣き崩れるラキシュの髪を、傷ついていないほうの手で、そっと撫でる。

「別に、無駄死にしに行くわけじやないのよ？ わたしたちがドカーンといけ



ば、そのぶんきみとちびっこたちが危険な目に遭わなくて済む。お得な取引だと

思わない？」

「思わないよう！」

少し舌足らずになりながら、ラキシュは叫ぶ。

「ラィムスキンさんだつて言つてたじゃない、ぎりぎりまで頑張つて、上の決定

をひつくり返してみるつて！」

確かに言っていた。

けれどあんなもの、気休めでしかない。

〈十一，番目の獣〉相手に妖精を試してみようという作戦は、そもそも護翼軍の上

のほうから降りてきたものだった。兵器としての妖精の実用性を再確認し、同時

U* こ

に、今後の戦略のためのデータをとる。実に合理的で、無駄のない作戦だった。

そんなものを、代案もなしに撤回など、させられるはずがない。

「だめだよ。誰かがいつかは行かないといけないことなんだからさ」

「そうかもしれないけど……その誰かがティアットなのは、嫌だよう……」

「んも一、やっさしぃんだから、ラキシュは」

「そぅいぅのじゃなくてぇ！」

「でもさ、わたしたちの命の価値は、’一緒じゃないんだ」

ラキシュの頭を、胸元に抱き寄せる。

「少なくともわたしの命は、安物なの。クトリ先輩みたいにはできないし、なれ

なかった。だから、その夢はきみに任せるょ......ラキシュ.ニクス.セニオリ

ス」

「いらない……」ラキシュはぶるぶると首を振る「そんな夢、庄せられたくな

「あ、そ一だ」

きょぜつ

拒絶されているのにまったく構わず、ティアットは軽く手を打つ。

「なんだったら、きみがフエォドールのやつ、狙ってみたら？」

「ふぇ？一



ラキシュの肩が小さく跳ねる。

「徴無し嫌いだって話だけど、ラキシュだったら允丈夫でしよたぶん。ヴィレム

とはちよっとタィプ違うけど、いいやつなのは保証するからさ」

「なな、なんでそんな話になるのう!?:」

「ラキシュには長生きして、ついでに幸せになってほしいな一っていう姉心」

「お姉ちゃんってほど、年、離れてないようР:」

「ふふふ。半年の差は小さいけれど、永遠に縮まることはないのだぁ一」

「、っ、っ......」

ラキシュが言葉を失う。

ぐずぐずと、ティアットの胸に顔をうずめる。

「お姉ちゃんのばかぁ……」

「……そだね。自分でも、そう思う」

ぎゅつとその頭を抱きしめて、ティアットは小さくつぶやく。

その二人の様子を、パニバルは静かに、少しだけ離れたところから眺めてい

た。

「ふうむ」

鼻を鳴らすようにして、何かを考える。

3•仲の悪い二人

ランチのトレイを手に、空いていた席に座った。

隣に座る先客の少女が、少しだけ顔を上げて、こっちを見た。

「何で隣に来るの」

ティアットは、不機嫩そぅに言ぅ。

「空いてる席が他にないんだ」

フエオドールは、やはり不機嫌を込めて返す。

「位官専用のテ^—フルがあるでしよ。そっち行きなさいよ」

「今日は珍しく、二位武官たちが食堂で食べてる。もともと大きなテーブルじゃ

ないんだ、四位程度の下っ端位官が座れる椅子はないよ」

顔を上げ、テイアットの目が食堂の隅の方を見る。



「確かに」

「といぅわけで、今日の僕はこっちで食べる。それ取って」

「仕方ない」

ここの食堂では、少しでも多くの種族の舌に対応させるため、テーブルごとに

多彩な調味料を常備させている。べースとなる食事はほとんど味つけをされてお

らず、個人がそれぞれの好みに合わせて味をつけなければいけないスタイルだ。

「ん」

かちゃかちゃと、テイアットの指が幾つかの瓶をピックアップ。粉末辛子、コ

ショウ、ニンニク、ソルトハーブ、練った豚脂なんてものまで。

「量は左から、三、一一、四、三、一、二。右端のやつは、混ぜずに最後にひとつ

まみだけかけて味にアクセント追加」

「へぇ」

そつけないやりとり。匙がかちやかちやと味を運ぶ。

味つけ終了。食べ始める。

「なるほど。強めの辛さで舌先を誤魔化しつつ、ハーブの風味を重ねて素材の臭

みを覆い隠す味つけか。ここの食堂に来てまだ日が浅いにしては、悪くないね」

淡々とした声で評価する。

「でしょ」

ふふん、とティアットが胸を張る。

「けど、素直すぎる。ふだん自分と同種族ばかりに囲まれていたせいで、発想が

狭くなつているんじやないか」

かちん、ときた顔。

「......ふうん？ そこまで言うなら、もっと上のレシピ、用意できるんでしよう

ね？」

「さっきのレシピに、そこの黒い瓶の中身をスプーン半分だけ追加して」

示された瓶をティアットが摑み、ラベルを見て首をかしげ、ふたを開けて「ん

げ」と小さな悲鳴を漏らす。

「な、なにこれ、すごく臭いんだけど|?:もしかして、獣人用じゃないの!?:」
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刺激にやられたか、ティアットの目尻に小さく、涙が光っているのが見える。

「ご明察。動物の内臓を発酵させたものらしいよ。服とかについたらしばらく臭

いが落ちないから、よく気をつけて」

「これ食べろつて言ぅの？ 本気？ 正気？これ絶対、わたしたちの胃袋に入

れていいタィプの食べものじゃないつて！」

「別に、逃げるなら逃げるで僕は構わないけど」

短い沈黙の時間。

「ふんが一つ一.」

少女は雄々しく啦哮し、瓶の中へと匙をつつこんだ。

みょ、-

あぶ

「......奇妙なやりとりだな」

少し離れたところで、ポートリック上等兵が、軽く炙っただけの肉にかじりつ

きながら小さく眩く。

「諍っているよぅでもあり、睦み合っているよぅでもあり。仲が良いのか悪いの

か、僚から見ていてもまつたくわからん」

「うちのティアットは、正直だけど、素直じゃないからね」

そのすぐ隣、同じように肉にかぶりつきながら、パニバルが会話を繋いだ。

ポートリックは一瞬ぎよつとした顔になつて——そこにパニバルがいることに

気づいていなかつたのだ——、すぐに「なるほど」と頷いた。

「ジェスマン四位武官は、感心するほどまつすぐな人物である。素直になれぬ

女子との組み合わせともなれば、あのようなやりとりになるのも無理はないか」

「……あれが、まつすぐな人物、ねぇ？」

—頰に小さな肉のかけらを張りつけて、パニバルは、くすくすと小さく笑う。

「ふむ。異論でもあるのか紫色の少女よ」

「いいや？ 少なくとも、好ましい人物らしいということには、同意するよI

もしやり、大きな 一口を肉の塊からむしり取る。



「遠ざけたいなどと言っていたはずのティアットが、一晚もしないうちにあの有

り様だ。少なくとも凡庸な少年ではないということは、認めないといけなそうだ

からね」

そう言つて、ちよちよいとフォークで指し示した先には……

「ますい^~まずいのに何これクセになる^~」

「毒と薬の差は投与量の違いだけ、って言うだろ。量さえ気をつければ、意外と

どんなものでも、刺激的なアクセントとして活かせたりするんたよ」

「うぐぐぐぐ、おかわり！」

「量には気を付けろって、たったいま僕言ったよないやだから気をつけて扱

えよ服についたら大変だってこれも言ったよな！」

当のティアットが、まさに「あの有り様」という言葉がふさわしい姿をさらし

ていた。

卞

いきなり雨が降ってきた。

それもすこぶるつきの大雨だ。

その時のフエォドールには、幸運と不運がひとつずつついていた。不運はちよ

うどそのタィミングに外を出歩いていたこと。幸運は、ちよっとだけ走った場所

に、屋根つきの小さな休憩所があったこと。

ひいひいと息を切らしながら、屋根の下へと駆け込んだ。

その休憩所には、一人、同じように息を切らした先客がいた。

位官用の上着を肩からはおったラキシュが、おずおずと声をかけてくる。

「何？」

「上着、すみません。それと、ありがとうございます」

「気にしないで。君たちの体調の管理も、僕の任務のうちだ」

言って、フエオド^ —ルは小さく体^^^わせた。

眼鏡の水滴を服の袖でぬぐって、またかけ直す。

空は灰色で太陽は見えず、雨は絶えず降り注いでいる。こうしている分には耐

又ていられるレベルの寒さだが、さすがに濡れて走る覚悟は出来ない。



「う、うう......ティアットのばかぁ......あんなこと言うから、意識しちやうじや

ないのう……」

何やらこちらをちらちら見ながら、一人でぶつぶつつぶやいている。

「顔、少し赤いね」

「ひゃいっIV:」

跳ねる。

「風邪の引きはじめかもしれない。後で医務室に行ったほうがいい」

「あ……はい。わかりました、ソゥシマス」

肩を落とす。

落ち着きがなくて、身を縮めて小さく震えていて、どうにもこちらのほうを意

識しているけれど距離を詰めてこない。ゥサギの子か何かを見ている気分だ。

可愛らしいとは思う。

フエォドールだって、若く健全な少年である。可愛らしい女の子という者に対

して思うことは色々とある。そういう子と二人きりというシチユエーションに、

心が動かないわけでもない。

けれど、相手は徴無しなのだ。その事実ひとつがあるだけで、何というか、ど

うしても心が距離を開く。熱が逃げていく。

「ぁの」

「ん？」

「突然ですけど、フェォドールさんって、徴無しのこと、お嫌いなんですよ

ね？」

まさか、心を読んだのか。

一瞬だけ、本気でそんなことに身構えてしまった。過剰反応だったとは思わな

い。世の中にはそういったことを実際にやってくる、ふざけた種族の連中だって

いるのだ。

「ご自身も徴無しなのに、珍しいなって。それでその……何か理由とか、あるん

で*^?」

「別に。普通だょ。生まれた時から、周りの徴無しに、ろくなやつがいなかっ



た。どこへ行っても、壊れたやつにしか会えなかった」

血の繫がった家族たちが、そもそもおかしな連中ばかりだった◦その後、近い

種族の縁で仲良くなった友人や知人も、それとは違う方向に異常だった。

出会いと破綻を何度か繰り返して、フエオドールは学んだ。これはつまり、

徴無しという連中自体が、呪われるかどうかしているのだ。

「それだけ続けば、嫌でも苦手になるって」

もちろん、そう結論を得たフエオ^-丨ル自身についても、例外ではない。

自分がまともではないという程度のこと、当然、自覚している。

「それじゃ、もしかして、わたしが話しかけるのも、ご迷惑だったりします

か？」

「ぃゃ」

答えてから、少しそっけなかったかと思った。

「あまり気にしないでくれないかな◦徴無しが嫌いだっていうのとは別に、君た

ちが良い子だってのはちゃんと理解してるからさ。君たち個人に対してまでそん

なに悪く思ってるわけじゃない」

「そ、そうですかI

ラキシュの様子を横目で確認。どこかほっとしているょうな横顔が見えた。

あからさまなフォローでしかなかった今の言葉を、そのまま受け取ったらし

い。ここまで素直だと、詐欺とか悪い男とかにすぐひっかかりそうだ。見ていて

不安になる。

「……あの、それと」

「ん？ 次は何？」

「その......すみません。ティアットが、ヘンなことを言ったみたいで」

「ヘン？」

どれのことだろう、と思う。

一生懸命空回りしながら生きているせいだろう。まだそんなに長い付き合いで

もないというのに、彼女の奇妙な言動には覚えがいろいろあった。

「わたしたちは生きてないから、死ぬことなんて怖くないんだって」



「ああ……」

その話か、と思ぅ。

確かに間違いなく、あれは、ティアットと交わした言葉の中でも屈指の、ヘン

なやりとりではあった。けれど、

「ヘンってことはないさ。さすがに荒唐無稽に聞こえはしたけど、事実なんだ

ろ？」

「は……い」

辛そぅに頷く。

「だったら、何もおかしくない。正直に教えてくれたことを感謝するくらいさ」

「……はぃ」

ラキシュは頷く。

「とはいえ、ちょっと信じにくい話だってのも確かなんだょな◦君たちが幽霊

だってこと、目に見える証拠とか、出せる？」

「えと、そういうのは、特に……あ、そういえば。前にコロンが、甕いっぱいの

魔除けの聖水を飲んで、おなかを壊していました」

ぃゃぃゃ。

そんなことすりゃ、誰だって腹壊すからね？

「あの、やっぱり、幽霊のこともお嫌いだったりします？」

ぃゃぃゃぃゃ。

その質問の仕方で「いいえ」って答えるやつも少ないと思うぞ？

「どっちかと聞かれれば、はっきり苦手なほうだな」

「そう、ですょね......」

「伯父さんが、怖い話とかが好きでさ。嫌がる僕に、無理やりその手の話を聞か

せるわけだ。そしたら案の定、夜中にトィレに行けなくなつたりして」

「ぇ」

「そのたびに、義兄さんを叩き起こしてついてきてもらって。義兄さんの機嫌が

悪い時なんて、そのまま間に合わなくなったりしてさ。そのせいか、幽霊とかそ

ういう話は、今もあんまり好きじやない」



「ぁの」

「あ、いまの話はティアットたちには内緒でょろしくな。たぶん、めちやくちや

からかわれると思うから」

ぷっと小さく吹き出された。

「フエオドールさん、ひどいです。いま、今度こそ本当に嫌われたのかもしれな

いって、すごく怖かったんですょ？ I

「君の反応がいちいち素直すぎるのがいけないんだ。からかいたくなる」

「もぅ一」

少女の小さな拳が、ぐい、とフエォドールの肘のあたりを軽く押す。

空を見上げる。雨は止む気配がない。地に視線を下ろせば、風と雨とに身を打

たれて木々が細かく震えている。

「先鼠が、いたんです」

フエォドールの隣、同じ世界を眺めながら、ラキシュがまた語り出す。

「もちろん、同じ黄金妖精です。すごく強くて、優しくて、素敵なひとでした。

わたしたちはみんな、あのひとのことが大好きだった。

ティアットはずっと、あのひとみたいになりたいって、口ぐせみたいに言って

過去形だ、と気づいた。

「その先輩も、やっぱり？」

「はい。〈獣〉と戦って、死にました」

ラキシュが言葉を切った。

「みんなのために死ぬことを一度は受け入れて。

戦場に向かおぅとして。

でもその前に、素敵な男のひとを好きになって。

死にたくないって、もっと生きていたいって思って。

使い捨ての体なのに、一生懸命、戦場を生き延びて。

いっしょに過ごしたい相手の隣に、なんとかして帰ってきて。

それでも……最後は、大切なひとたちを守るために、自分から戦場に向かいま

した。二度と戻って来られないことをわかっていたのに、笑いながら」



「......ふうん」

それはまたずいぶんとドラマチックなお話だ、と思つた。

そのことに、軽い酿悪^:'をすら、覚えた。

「あ、でも、恋人同士だったかっていうと、ちょっと違うかもしれないんです。

なんていいますか、あの頃のわたしたちは小さかったし、大人同士の恋模様に

見えてたんですけど、今にしてみれば、ちょっと違ったのかもって」

せん*Нい か>._おも

「何それ。その、クトリ先輩の片想いだったってこと？」

「いえ、両想いというか、愛情の矢印はぜっっったいに双方向だったんですが」

лJ

赤い顔、妙に迫力のある声で言われる。

「当時の先輩は、今のわたしたちと同じくらいの年頃だったんです。好きって気

持ちを全然隠さなくて、許される限りの時間をヴィレムさんの隣で過ごしてまし

ヴィレムさんのほうは......そういう先輩を受け入れてはいたんですけど、あく

までも娘として扱うためか、ちよっと距離を空けてるように見えました」

あ、でも、わたしにそう見えてたってだけで本当のところは誰にもわかりませ

ん-などと慌ててラキシュが付け加える。フエオドールは少し考える。

「そんなに凄い人だったの？ その、ヴィレムって軍人は」

「あ、はい。すごくすごいひとだったんです。えと、どんな人かって、ひとこと

で言うと……」少し思案し、「子煩悩の父親、でしようか」

……意味がわからない。

「わたしたち妖精は、けっこう数が多いんです。当時も三十人くらいいました。

それでヴィレムさんですけど、その全員それぞれに対して『お前は世界一可愛い

ぞ』と真顔の本気で言えちゃうひとだったんです」

なんだ、そりゃ。

「その人、実際に血はつながってないょね？」

「はい。わたしたち、本来の意味の親っていませんから」

「……それ、変人なんじゃあ」



「あ、あはは」

苦笑でごまかされた。まったく否定されてない。

「でも、本当の本気で愛情を注いでもらったのは本当です。少なくともわたしに

とっては、あのひとは、本物以上の本当のお父さんでした」

遠い目を雨雲の向こぅへと投げて、ラキシュは懐かしむ。

「きっと、他のみんなにとっても同じです。

生まれが生まれですから、私たち、愛情に飢えていたんです。ちょっと素直

じやない子もいましたけど、ヴィレムさんを大好きじやない子なんてほとんどい

ませんでした」

なるほど。需要と供給。愛に乏しい少女たちのところに愛情過多の男を肷り込

んだら、変人男とファザコン娘三十人前が出来上がりというわけか。理解した。

理解した上で思う。それは、相当の泥沼だったのではなかろうか。

(......う一ん)

色々と見えたような、逆に見えなくなったような、微妙な気分だった。

妖精たちは、いずれ戦場で失われると決まった命だ。どれだけの愛を注いだと

ころで、確実に自分よりも先に死んでしまうはずだ。そんなものを相手に、親と

して振る舞う。どれだけの覚悟があればできることなのか、想像もできないし、

したくもない。

「テイアットは、先輩みたいになりたいって、今も思ってます。だから、そ

の......もし、もしも、フエオド^ —ルさんがテイアットのことをお嫌いでなかった

ら、ひとつお願いできませんか」

「......内容にょるね」

「三か月後、作戦の日まででいいですから、テイアットと仲良くしてあげてほし

いんです。その、ちゃんと一人の女の子として扱って、女の子として過ごさせて

あげて、」

「つまり」

言葉を途，中でЙった。

「僕に、その男性の代わりに、恋人だか父親だかのフリをしてくれと？」



ラキシュは息を吞む。

「それは......はい、そぅいぅことに、なっちゃいます......ょね、やっぱり」

「覚悟を決めたティアットに『やっぱり死にたくない』って思わせて、それでも

死ななきゃいけないって現実を突きつけて、作戦の日には涙の別れを盛り上げた

後、彼女が派手に自爆するのを見守れと」

雨に曇った眼鏡を意識しなおす。冷静になれと自分に言い聞かせる。今のフェ

ォドール.ジェスマンは、誠実で模IE;,的な軍人だ。そぅあるべきだ。

「そ、れは......」

ラキシュは口ごもる。

正直なところ、なんだかんだでフェォドールは、この四人の少女たちに好意を

抱きかけていた。一緒にいて楽しくもあったし、それぞれに普通に良い子だし。

ついでに言えば、年頃の少年が同年代の女の子に対して抱く平均的な下心くらい

は、フェォドールだって持ち合わせていなくもない。だから、あれだ。百歩くら

い譲れば、「君は世界一可愛いょ」と言ってやるくらいのことはしても構わない

かなと、思わなくもないけれど。

けれど、それとこれとは、話が別。

世の中には、付き合える茶番と、付き合えない茶番がある。フエォドールに

とっての今回のこれは、後者だ。

「やっぱり、そうですよね。こんなこと、頼んじゃいけませんよね」

ラキシュが目を伏せる。

「ごめんなさい。今の話は、忘れてください」

気落ちしたその姿を見て、フエォドールは内心で舌打ちする。意志を無視して

舌が勝手に動いたような感覚。さすがに、言いすぎてしまったような気がする。

やはり、フエオドールはこの手の話が苦手だ。どうしても、感情的になってしま

、っ0

少しでもフォローを入れようと、「こちらこそごめんIと答えようとした。

遠く、爆発音。

続いて、わずかに地が揺れる。



「ん？」

世界はすぐに、元の形を取り戻す。灰色の空。雨に揺れる小道

今のは、港湾区画の方角だった。

出入り中の飛空艇が事故でも起こしたか。それとも。

「見てくるょ」

えつ、とラキシュが顔を上げてこちらを見た。

「あの、でも上着」

「預かっといて」

そうひとことだけ残し、フエォドールは雨の中に駆けだした。

卞

爆発は小規模で、大した被害もなかった。

しかし現場の状況からして事故の可能性は薄く、つまり何者かの作為にょって

起こされたものだろうと憲兵たちは判断した。

その意図は、おそらく陽動。騷ぎが人目を集めている間に、どこかで何かのエ

作を行っていたのではないかという推測が、今のところ有力だと。

「つまり、ほとんど何もわかつていないということだ」

おもしる

一位武官が、面白くもなさそうに言った。

「かろうじて言えそうなのは、我々の目を盗んで何かをこそこそしている誰かが

どこかにいるということくらいか。これだけだと、何の参考にもなりそうにない

な」

「不稳八刀子ということですか」

フエオド^ —ルは少し考えるポ^—ズを見せて、

「他には何かありませんでしたか？その連中の狙いとか、どこに潜伏している

かの手がかりとか、護翼軍に対して敵対的であるかとか......」

「さぁ。あるいは憲兵連中は何かを掴んでいるかもしれんがな。連中も、よそに

ホィホィ手のうちを全部明かすほど、ヵジュアルな仕事はしないよ」

そりゃそうだ。その不穏分子が軍内部に潜んでいる可能性だってあるわけだ



し。

「……まさか、至天思想の熱狂者とかですかね？」

至天思想は、〈獣〉の襲撃を星神ょりの天啓だとして、抵抗せずに皆で大人し

く殺されるのを良しとする考え方だ。

宗教というほど組織立つてはいないし、ほとんどの浮遊島で布教を禁じられて

いる。そのせいで、奉じる者の絶対数も決して多くない。しかしたまに、その思

想を理由に、護翼軍にケンヵを売つてくるょうなやつが出てくるのだ。

「悲しいことに、可能性は充分にあるな。あの連中は相手がしづらくて好かんの

だが」

一位武官は首を振る。

「ま、とりあえずこの件に関して我々の仕事はなしだ。第五師団の敵はあの空飛

ぶ黒水晶であって、どこかで何かを企んでいる謎の誰かとかじゃない」

そうですか、と頷こうとしたところで、強い悪寒に襲われた。

びくしつ、と少し大きなくしゃみ。

「……さつさと風呂にでも入つてこい、見ているほうが寒々しい」

「そ/っしますI

びつしょりと儒れた全身を自分の腕で軽く抱き、フヱオド^ —ルはぶるりと小さ

く肩を震わせる。

4 ■素顔の少年

馬鹿をやらかした者がいたら、誰かがそのつけを払う。

問題は誰がその負債を抱えることになるかだ。世渡りのうまい者は、自分でさ

んざん好き勝手をやった結果を、図々しく他人に押し付けることに長けている。

フエオドールは、どちらかというと、そういうことが得意なほうだった。賢く

目立たない立ち回りを信条にしてこそいたものの、あるいはそれだからこそ、い

ざとなればいくらでもズルく立ち回れる自信があった。

しかし、それにも限界というものがある。生きていればいつかは、愚行の罰

を、どうしようもなく自分自身で受け入れなければいけないこともある。

つまりどういうことかというと。



フエオドールは、盛大に風邪をひいた。

Iうぐう……」

世界がぐらぐらと揺れている。

喉の奥に、重たい異物感。

布団の中で、軽い寝返りをうった。一瞬だけ世界がもとの姿を取り戻したょう

な気がしたが、すぐにまたぐらぐらと不安定さを取り戻す。皿回しの皿の上に横

になっている気分。もしかしてこの浮遊島は沈むんじゃなかろうか、と縁起でも

ないことを考えてしまつたりもする。

びいいい、と薄紙で痍をかむ。

くず籠に放る。外す。いちいち拾いにいく元気も出なかったので、そのまま目

を閉じた。悪寒と吐き気のアンサンブルに包まれて、それでも眠気はやってく

夢を見る。

-まぁ、そういうなって。この世界、そうそう捨てたもんじやないぞ。

-お前よりいろいろ見て回ってる俺が言うんだ、信用しろって。

「義兄……さん」

自分のつぶやき声で、目を覚ます。

何者かが、目の前にいる。

里。

一一1,1 口

「......ティ......アット、か？」

目の_*が、ゆつくりと合わさる。

薄暗い部屋の中、_紫色の髪がさらりと揺れたのが見ぇる。

細い指が布巾をゆるく絞り、広げて、フヱォドールの額の上に載せる。

「パニバル？」

「ご名答、私だ」

淡々とした声と表情、それでも返事はきた。

日はとつくに沈んでしまつているらしい。辺りは暗く、ランプの不安定な光が

辺りを弱々しく照らしている。



——バニバル.ノク.ヵテナは、四人の上等相当兵たちの中でも、少々毛色の

変わった娘だ。愛想や愛嬌をほとんど振り撒かず、我が道を往くとばかりにマィ

ぺースに日々を過ごしている。自由時間に他人と一緒にいるところを見ること

も、ほとんどない。

表情からも声からも、何を考えているのかがわかりにくい。ともすれば付き合

いにくい相手ということで誰からも距離をおかれそうなものだ。が、一方で不思

議な人懐こさのようなものを備えている。気がつくといつの間にかそばにいる、

それが当たり前のことのように皆に受け入れられている。

テイアットやコロンと同様に、三か月後には戦場で消費される予定の命のひと

っ。

「正解の褒美というわけではないけど、軽い食事の用意がある。食欲は？」

言って、視線でサイドテ^ —フルを示した。小さな、ハスケットがある。#を起こ

して開けてみれば、小さく切り分けられたサンドウイッチが詰まっている。

「ラキシュの手製だ。お詫びだとか言っていたな。上着は洗濯して返すだそう

だ」

「そっか」

一切れをつまんで、口に運ぶ。

(......うおっ|?:)

舌先から全身に溶け込むような、問答無用の多幸感。

風邪で味覚が少しおかしくなっていたけれど、それでもこいつは美味いとはっ

きりわかる。優しく労るような、柔らかくて穏やかな味。

いつも食堂で食べているような平坦な料理とはまるで違う。黄金妖精の娘が、

味覚の近い堕鬼種に食べさせるために作った料理。つまりこれを美味いと感じた

ということは舌の傾向を彼女に読み切られてしまつているということにもなるわ

けで、ああちくしよう、なんだか負けたような気分。

「眼鏡を外した君を、初めて見た気がする。ずいぶんと印象が変わるのだな」

言われて、顔の前を確認する。当たり前だが裸眼だ。

面倒くさいところを見られたと、内心だけで舌打ちする。



もちろん、眼鏡自体に何かの仕掛けがあるとか、そういうわけではない。

これはフエオドールにとっての心理的なスィッチで、言ってみれば自己催眠の

鍵だ。これを焦点に集中力を維持することで、フエオドールは優等生としての演

技を続けてきた。

だから、眼鏡の着用中はよほどのことがなければボロを出さない……本性を隠

し通せる自信がある。しかし逆に、外している間はどうしても、フエオドール本

来の感情や衝動が顔に出やすくなる。

「......目つきが悪いっていうんだろ？ 気にしてるから隠してるんだよ」

拗ねたような口ぶりを装って、顔をそむけた。

「それで、どうして君がここに？」

たず

もぐもぐやりながら尋ねる。

「もちろん、看病だ。四人全員でやろうという案も出たんだが、大人数で押しか

けるのはまずいという話になってね。代表者を籤で決めて、私一人だけが来た」

ああ、なるほど。その気遣いはありがたい。

籤の結果にも、心の中だけで感謝しょう。賑やかで元気なコロンなどではな

く、もっとも物静かなパニバルが籤に選ばれたというのは、自分にとって幸運な

ことだった。彼女に対して思うところがあるわけではないが、コロンの相手は、

なんというかこう、体力を遣う。

「鍵は、事情を話して管理人に借りた。そういえば聞いたぞ、君はなかなか部屋

に他人を入れないらしいな」

「あぁ、まぁ……汚れてるからね、恥ずかしいし」

サンドゥィッチをかじりながら、曖昧に笑ってごまかす。

「確かに、大した散らかりようだ」

ちらりと周りに目をやって、パニバルが淡々と呆れた。

「あまりじろじろ見ないでよ」

頰を軽く搔いて、照れてみせた。

「昔は相部屋だったから、そうでもなかったんだけどさ。四位武官に昇進して個



室をもらったとたんに、こんなだよ。根っこがけっこういい加減なんだよね、僕

は」

「さて、どうかな。ただのずぼらというには、計算された散らかり方だが」

パニバルが、薄く笑った。

「樹を隠すには森。もともと整頓された場所では、ものを隠すのは難しい。家捜

しされれば、目当てのものがすぐに見つかつてしまう」

新しいサンドウィッチに伸びようとしていた手が、止まる。

口の中が、いつの間にか、からからに乾いている。

「どうい/っ意味......」

「君が寝ている間に、少し片づけようかと思つた。そうしたら、意外なものを見

つけた」

びくりと、体が震える。

「護翼軍の内部資料、君の立場では知りようのない機密の——」

フエォドールの頭の中で、何かが入れ替わった。

音をたてて、歯車の配置がごっそりと変わる。

控えめで気のいい四位武官としての表情が、張り付いていた薄っぺらな笑顔

が、魔法のょぅに一瞬で消え失せた。

その下から飛び出してきたのは、獰猛で凶悪な、別の顔。眼光は鋭くひね曲が

り、口元は犬歯をむき出して獣のょぅに怒りを見せる。

同時に、体が動いた。

体は既に、高熱のことを忘れていた。布団を1ね上げ、まっすぐに腕を伸ば

す。開いた五指がパニバルの首を掴み、引き寄せる。

だんっ、

派手な音を立てて、ベッドの上にパニバルを組み伏せる。

ランプが揺れる。世界が揺れる。

「——驚いた」

口木然と、パニバルが眩く。

「随分な豹変じゃないか。それに今の動き。完全に虚を衝かれた」



身動きを卦じられながら^女の声に恐怖などはない。

怯えているようにも、怒っているようにも見えない。ただ純粋に興味深そうに

フエオ^^丨ルを見上げている。

「-何を知った」

限界まで顔を近づける。二人の目に、互いの瞳しか映らない距離まで。

低い声で、フエオドールは訊いた。

「どこまで把握している」

「言った通りだ。君が護翼軍の機密を調べ回っているらしいということくらいだ

それに加えて、たった今、誰も知らない君の素顔を知った。ふだんの優等生然

とした姿も悪くはないが……うん、今の君も、野性味があって、なかなかいい」

「ふざけるな」

腕に力を込める。

人を小厫鹿にした……ようにフエオドールには見えていた……パニバルの薄い

微笑みが、苦痛に小さく歪んだ。

「ティアットたちは、とても素直だ。愛情に包まれ、まっすぐに育ったよ。だか

らどうにも、ひとの裏表というものに鈍感だ。特に、笑顔を向けられてしまえば

すぐにその相手を信じてしまう。......私は、彼女たちのそういうところが大好き

なんだがね」

「何が言いたい」

「私は、少しだけひねくれているということさ」

とんとん、とパニバルの指先がフエオドールの手の甲を軽く叩く。少しゆるめ

てくれとい/っ意味だろう。

フエォドールはその訴えを無視し、逆にパニバルを押さえ込む手に力を込め

た。

やれやれと、少女は少しだけ肩をすくめる。

「恋だの愛だのといったものが私たちに似あうとは思っていない。そういったも

のはすベて、子孫を作り育てることのできる種族に特有の習性だ◦自然に発生し

消えていく私たちには、その真似事くらいしかできはしない」



「そんなことは聞いていない」

「何が言いたい、と聞いただろう。だから私は、言いたいことを話している。

*だ

ティアットは、君に親愛を抱いている。

ラキシュは、君に敬愛を抱いている。

コロンは、君に興味を抱いている。

つまるところ私の家族の三人が、軒並み、君という少年に心を奪われている。

私が君のことを詳しく知りたいと思っても、それは当然の成り行きだ。そうは思

わないか？」

——戯言を。

まあいい◦惚けたければ惚ければいい。隠したければ隠せばいい。こちらは無

理にでも、それを暴き出してやるだけだ。

フェォドール.ジェスマンは堕鬼種だ。

堕鬼種は、遠い昔には、その瞳に宿した力で、人の心を惑わし操り堕落させる

といわれた一族だ。

もちろん、長い時間の流れの中でその能力は失われたと言われている。事実、

今を生きる堕鬼種の瞳に残されているのは、かつてのものとは比べものにならな

いくらい弱い力だけだ。堕鬼種にそんなことができるということ自体が、もはや

忘れられているくらいに。

「君は僕の友人だ。そうだな？」

「ん、ぐ……」

額の触れ合いそうなほどの距離。

フエォドールの瞳が、ほのかな光を放つ。

パニバルの顔がしかめられる。

現代の堕鬼種でしかないフエォドールの瞳は、もちろん、父祖の瞳とは比べも

のにならない微弱な力しか引き継いでいない。

まず、余計な光が入らないほど辺りが暗いことが必要になる。その上で、息が

かかるほどの超至近距離から、相手にフНォドールの瞳を視き込ませなければな



らない。

それだけの面倒くさい条件を揃えても、結果として起こせる現象はささやか

だ。相手の精神を自在にできたりはしない。少しだけ認識をずらして、「目の前

の相手は親しい味方だったょうな気がする」という錯覚を植え付けるのが精いっ

ぱいだ。

どうやって使えばいいのだ、こんなもの。

幼い頃のフエォドールは、ぶうぶうと1|?をとがらせて、両親に対して文句を

言ったものだった。どうせなら、もっと派手で強い力が欲しかった。使い道のな

し力なんてそもそもなレのと何も変わらなレ。

あの時には確か、義兄がなだめに入ってきてくれたのだった。

『俺たち額眼種だって同じだ、かつての力なんて残っちゃいない。けど、それは

いいことなんだぜ？ 力が衰えるってのは、そいつを使う必要がなくなったって

こと。つまり君たち堕鬼種は、反則的な力になんて頼らなくても、誠意と正攻法

だけで友人を作っていけるょうになったってことだ！』

ひどい綺麗ごとだった。父も母も苦笑していた。

それでも、あの当時のフエォドールは、その理屈をとても格好いいと思った。

力を失ったということをどこまでも前向きに考えるその姿勢と、それを笑顔で言

い切る義兄という個人に、強い憧れを抱いていた。

あの時は、そう思っていたのだ。

息をゆっくり吸って吐く程度の時間が経った。

フエォドールはこの力を使い慣れていない。試みられる機会そのものが乏し

く、劇的な効果に期待することもできなかったため、切り札というょりは死に札

として扱ってきた。こんなものに頼らなければならない状況になったらその時点

で自分はもう終わりだと、覚悟をすら決めてきた。その上で、

——失敗した。

そう直観した。

成功していれば、そうとわかった。合わせた瞳と交わし合う視線を樋にして、

i分の意志が相手の中に流し込まれる感覚があるはずだったのだ。



しかし今この瞬間にフヱォドールが感じ取っていたのは、砂の上で水桶をひっ

くり返したょうな、空虚な喪失感だけだった。

ぐちゃぐちゃの体調がひたすらに災いした。散漫な集中力、定まらない視線、

成功を期待するほうが難しいという状況での挑戦は、必然の結果を迎えて終わっ

た。

-こんなところで、終わるのか？

フェォドール.ジェスマンは、エルビスの生存者だ。つまり、かつて浮遊

大陸群そのものに牙を剝いたとされる国の生き残りだ。そのこと自体は、大した

問題ではない。護翼軍の名綠にも記載されているし、少し調べればすぐにわかる

ことだ。

しかし、その自分が護翼軍の中で不審な行動をとっているとバレてしまえば、

話は大きく変わる。「エルビスの生存者」は、「エルビスの残党」になる。世界

を滅ぼそうとした連中の生き残りが、今なお世界を脅かそうとしているという話

になりかねない。

しかも困ったことに、その解釈で、何ひとつ間違っていないのだ。フエォドー

ル•ジヱスマンは、事実、世界を脅かすために今を生きている。篤実な仮面も、

護翼軍の中での出世も、全てはそのためのものだった。なのに、こんなところで

つまずくなんて。

(——まだ、逃げ延びる手はある、か？)

扉のほうに一瞬だけ目をやる。今すぐここを飛び出してラィエル市の街中へ駆

け込んだらどうだろうか。道は入り組んでいて、償れない者はまっすぐ歩くこと

すら難しい。追跡は困難なはずだ。

いや、もつと簡単な手としては、目の前のパニバルの口を封じるというのもあ

る。もとより生きている存在ではないという彼女が死して沈黙を守るというの

も、なかなか気の利いた話じゃないか。

やれ、フエオドール。指先にもう少し力を込めろ。

どうせ最終的には何もかもが無くなるんだ。いま早めに一人を殺したところ

で、最終的な罪の帳尻はまったく変わらない。



だから、迷うな。

大義のためだ。世界と、その未来のためだ。やってしまえ。

「……苦しい」

パニバルが、抵抗する気配はまるで見せず、ただ小さくうめいた。

「手を緣めてくれないか、フエォド^ —ル」

フエオドールの指は、言われるまま、力を緩めた。

「それと、なんというか……この近さで話し続けているのも、さすがに気恥ずか

しい。できれば、少し顔を遠ざけてはくれないか？」

暗がりのベッドの上で、ほとんど抱き合うような姿勢。鼻の頭をこすりあうよ

うな距離で、熱く見つめ合っている。

なるほど。言われて初めて気がついたが、確かにこれは気恥ずかしい。Ёかに

見られれば、言い訳のしようがないだろう。

「その前に私の唇が欲しいというなら、……まぁ、考えなくもないが」

「そういう冗談はやめてくれ」

パニバルの額を軽く小突いて、距離を空けた。

「冗談？」

身を起こし、着衣の乱れを整えながら、パニバルが首をかしげる。

「君たちがらみで風紀が乱れれば、責任をとるのは僕。これでも品行方正の優等

生で通ってるんだ、せっかくの評判をこんなことでふいにはしたくない。それ

に」

ぎしり、ベッドの縁に座り直す。

何を言っているんだろう自分は、と呆れる。パニバルの口を封じるタィミング

は完全に逸した。部屋の外に逃げ出すというのも、パニバルが身を起こしてし

まった今、すぐに追いつかれる公算のほうが高い。

つまり、Ш分にはもう、この軍における未来そのものがないはずなのに。

「僕は、自分を大切にしないやつが大嫌いなんだ」

それでも、なぜかそんな言葉が、口をついてするすると出てくる。

「ああ——なるほど。それは得心のいく話だな」



何を思ってか、パニバルが微笑む。

「もっとも、管理下にある軍の備品を相手に多少倒錯した行為に及んだところ

で、軍規的な意味で問題になるとは思わないが。それで性能が落ちるというなら

ともかくだ」

「今の君たちは上等相当兵だろ。だったら兵士としてのルールを守れ」

「ふふ」

楽しそうに、パニバルは笑う。

「なるほど。そういうところは、表も裏も変わらないんだな。素の性格か」

「別に、道徳とか倫理のために言ってるんじやない。そうしたほうが後々に都合

がいいっていうだけの話だ」

「そう言うだろうな、君なら。

ああようやく君の仮面の下ガ見えたような気ガするよ」

口元を隠すが、くすくすという笑い声は抑えきれていない。

「君は、なんというか、素直だけど正直じゃないな」

「なんだよ、それ」

「好ましい、ということだな。素顔の君がこれなら、大事な家族も安心して預け

られる。私にとって大切なことは、突きつめてしまえば、それだけだ」

「-そんなはずがないだろ」

フエオド^~ルは、つい、必要のないことを聞いてしまう。

「君は、さっき、この部屋で見つけたはずだ。僕がどういう正体を隠してるの

「そうだな。驚いたぞ、人のいい笑顔の裏に、とんでもない牙を隠していたもの

だ」

「危険人物だろう」

「そうだな、憲兵に知られたらちょつとしたお祭りが始まりそうだ」

けいかい

「ならどうして、もつと警戒しようとしない」

「まだ話を聞いていないからだよ。君が何を望んでいるのか、君が何をしようと

しているのか、ここまで正体を隠してきた君は結局のところ何者なのか。興味は



尽きない。それらを知るまで、警戒すべきか|^口かの結論も出せまい」

「ああ......それはそうか」

素直に頷く。

どこか理屈がおかしいような気もするが、具体的にどこがなのかはよくわから

ない。頭に、風邪の熱が戻ってきたらしい。思考がうまく働いていない。

「僕は……僕は、何年もかけて、秘密兵器の謎を探っていた。〈六番目の獣〉の

侵攻をずっと食い止め続けてきたという、護翼軍の切り札だ」

「私たちのこと力」

「そう……らしいね。僕はょうやく、探していたものを見つけたんだ」

ぐるぐるぐると同じ命題が何度も頭の中を巡り巡る。止まらない。自分は。自

分の素性は。目的は。知られてはいけないもので。けれどパニバルは当事者で、

知る権利があるょうな気がして、いやだめだ逆だ当事者だからこそ伏せていない

といけないはずなのに。

「秘密兵器の謎を解き明かし、できれば入手もしなければいけないんだ」

すう、と皂を大きめに吸って、

「浮遊大陸群を墜とすために」

ぐらりと、全身が傾いた。

浅い興奮で無理やり動かしていた体が、あっさりと限界を超えた。根元を斧で

切り倒された大木のよぅに、そのままベッドの上に倒れ込む。

「……困った。体がマジでだるい」

「無理をさせたか。ほら、ちゃんと布団をかぶれ」

パニバルの腕が、強引にフエォドールをベッドに押さえつけた。跳ね飛ばされ

ていた布団が、ふわりとかけられる。

「いろいろと抱えて生きてきたのだろぅ。気持ちはわかるなどと軽々しく言えは

しないが、少なくとも尊重はする。けれど」

ひんやりとした手が、フエオドールの額を撫でる。

「今の君は疲れているようだ。何も考えずに、ただ、休め」

「……僕のほうが年上のはずだ。子供扱いするなよ」



「病人に子供も大人もあるものか。こういうのも、たまにはいいだろう？」

いいのだろうか。たぶん、いいのだろう。冷たい手が、なんだかとても気持ち

いい。気持ちいいことはいいことだ。たぶん。

目を閉じる。

意識が重力に引っ張られて、枕の下のほうへと沈んでいく。

「さて」

冷たくて、優しい声。

「この程度の悪戯なら、風紀の乱れとまでは言うまい？」

額に、何か、温かくて冷たいものが触れたような気がした。

それが何なのかは、半分以上夢の中にいるフエォドールには、もうわからな

、о

レ

f

高熱にうかされている時は、特にろくな夢をみないものだ。

そう、相場が決まつている。

その原因を説明した理屈も聞いたことがある。なんでも、苦しさという問題に

直面した脳みそが、解法を求めて過去の記憶を引つ搔き回すからだとか。いわゆ

る走馬灯と同じ理屈。ろくな内容の夢にならないというのは、苦しさから逃れる

方法は苦しい記憶の中にこそあるだろうみたいな理由によるものらしい。

どうでもいい。

真偽もわからないし、知つたところで人生のプラスになる気もしないし、いま

ここで実際に悪夢を見ている自分にとって慰めになるわけでもない。

というわけで、フエオドールは、夢を見ている。

夢の中の彼は、13番浮遊島にいた。

現実ではとっくに壊滅してしまった浮遊島だが、この夢の中では違う。伝統あ

る商売人たちの都であるエルビス集商国が、当然のような顔をしてそこに栄えて

そうでなくとも金持ちの国である。その首都の、さらに上層住宅街ともなれ

ば、もう余所とは別世界としか言えないほど成金趣味な光景が広がっている。道



は馬車どころか飛空艇がすれ違えるんじゃないかというほど無駄に広く、左右の

邸宅も外装の派手さを競っているようなものばかりで、とても見られたものじゃ

なぃ。

フエオドールの最大の不満は、自分の家がこの上層住宅街の真ん中近くにある

ことだった。この趣味の悪い街を抜けなければ、どこに行くこともできない。誰

に会うこともできない。

『フエオド^—ルは、おうちがキラィなの？』

突然目の前にその少女が現れて、尋ねてきた。

この子は、そう、親の決めた婚約者だった。

あれから五年も経っている。けれど夢の中の少女は、幼い日のままだった。

手足のみが毛皮に包まれ、尾を生やし、猫のょうな耳を頭頂に生やした、先祖

返りの半端な猫故族。

——大嫌いだね。

——っていうか、徴無しってもの自体が好きじゃない。

これは、実際に彼女に向けて口にした言葉だった気がする。

あの時の返事は、確か、

『フエオドールも徴無しなのに？』

——僕自身も徴無しなのに、だ。

う^—と少女は考え込んだ。

『ワタシのことは？』

そう尋ねてきた時に、頭の上の耳が、ぴくりと小さく揺れた。それなりの付き

合いの仲だったので、それが緊張している時の彼女のクセだと、当時のフエォ

ドールは見抜いていた。

-君はどう見ても獣人寄りだろ。

『じやあ、スキ？』

-嫌いじゃなきゃ好きとか、そういう短絡的な考え方はよくないと思うな、

僕は。

『じやあ、キラィ？』



どんな二択なんだよ。

『え一と、それじゃコレ、宿題！次に会うトキまでに、考えといて！=

ああ、そうだ。彼女にはそういうクセがあったっけ。

会うたびに、必ず別れ際の約束をするのだ。話題の本を読んでくることとか。

交換するプレゼントを用意するとか。盤遊戯の勝負を途中で打ち切って、続きは

次回にしようと宣言するだとか。

だから、彼女と会うのは毎回ちよつとだけ面倒くさくて、とても楽しかつた。

場面が変わった。

『例の計画、実行に移すことになつたよ』

あれは、家族で食卓を囲んだ後だったと思う。

珍しく緊張した顔の義兄が、フェォドールー人だけに教えてくれた。

『俺たちエルピス国防軍は、これから、とても危険で、決して許されないことを

する。けれどそれは、エルビスという国の——いや、浮遊大陸群の未来のため

に、どうしても必要なことなんだ』

——それは……ずいぶん、大仰だね。

記憶の中のフヱォドールが、呆れたょうに言った。

『大仰にもなるさ。本当に大変なことだからな』

躊躇いのかけらも感じられない声で、きっぱりと断言。

『俺たちは、守られることに甘え続けていちやいけないんだ。

護翼軍だけに〈獣〉との戦いを任せている今の浮遊大陸群は、〈獣〉の恐ろし

さを忘れてしまつている。恐ろしさを忘れるというのは、何ょり恐ろしいこと

だ。慎重だった者は輕率になり、謙虚だった者が傲慢になる。

だから、できるだけ血を流さない形で、みんなが〈獣〉の恐ろしさを思い出さ

なければいけない。そうすれば、護翼軍への感謝を思い出せる。Й分たちが矯め

るべき牙の形もおのずと知ることができるはずだ』

義兄の言うことは複雑で、幼かったフエオドールにはよくわからなかった。

ただ、とても正しくて、とても難しくて、とても格好いいことを言っているの

だろうということだけは理解できた。



-どうして、そこまで頑張れるのさ？

もちろん当時のフエオドールは、エルビスの連中のことが嫌いだった。徴無し

のことを嫌い排斥しようとする連中と、身内だけで固まり外の世界を見下す

徴無したちと。

彼らのために、わざわざ未来を切り拓いてやる意味があるとは、とても思えな

かった。しかもそのために、立派な義兄が命を懸けることなんてない。生きてい

ることのほうが、何か大きなことを成すよりもよほど大切だと思った。

そう言うと、『そのへんは人それぞれだ』と義兄は楽しそうに笑った。

『自分の命より大切なものなんて、そうそうあるはずがないんだ◦でもな。だか

らこそ、そいつを見つけたやつは幸運だし、幸せなんだよ。

ちなみに俺は、浮遊大陸群いちの幸せ野郎だ』

歯を光らせて言われたが、何を言っているのかはいまいち伝わってこない。

『つってもまぁ、もちろん、胃が重くなることもあるんだけどな。議席持ちの商

人が何人か、計画の一部を改竄して、空軍の一部を勝手に動かしてるんだよ。あ

あいうのはマジ参るよな、こっちのやる気が萎えちまう』

この愚痴に関しては、なんとなくだが意味がわかった。

それはもう、普通に、すべてを投げ出しても許されるレベルの話なのではない

かと思った。

——さすがの軍団長サマも、財布握ってるやつのヮガママには勝てないとか？

何の気もなくそう眩くと、義兄は困ったような顔になって、眩きを返してき

た。

『そう言うなよ』

場面が変わった。

『フエオド^—ルなんて、キラ'X —』

あの子に、嫌われていた。

出会いから二年が経っていた。あの時のフエオドールは十二歳、あの子は九歳

だった。

思い出す。そうだ。あの日、自分たちは喧嘩をしたんだ。



理由は覚えていないけれど、他愛のないことだったと思う。卵焼きにかける

ソースの種類とか。好きなお菓子の銘柄とか。

よくある話だ。仲がいい二人だからこそ、踏み込むべきでないラィンを読み違

える。

けれどそんなものは、仲良しの二人にとっては当たり前の通過儀礼だ。これ

で、お互いにひとつ学べる。次に会う時には、もう少しだけ器用に仲良くなれ

る。自然に、距離を縮めていける。

『もう会いたくない！』

そう言って、その子は走り去っていった。

フエオドールはその時、何の心配もしていなかった。

こんなことは、別に珍しいことでもない。実の家族に甘えられないことへの反

動か、彼女はフエオドール相手にはょくヮガママを言う。そしてフエオド^ —ルが

それにうまく応えられないと、すぐに機嫌を悪くする。

そしていつも通りだと、機嫌を直すのも早い。まるで、見た目通りの子猫のょ

うに。

どうせ来週には、二人の家の合同でお上品な食事会が開かれるのだ。そこで、

嫌でも彼女とまた顔を合わせることになる。親たちには内緒で、こっそりヶーキ

のひとつも手土産に持っていこうか。彼女のお気に入りの、たっぷりのクリーム

に苺を載せたやつだ。きっとすぐに機嫌を直す。いつもの笑顔を見せてくれる

-吞気にも、そんなことを考えていた。

だからもちろん、また会おうなんて話はしなかった。

次に会うまでに何をするのかの約束も、言い出しもしなかった。

そのことを後になつて悔やむことになるなど、思いもしなかつた。

場面が変わった。

「これょり、世界を破滅に導かんとした大罪人の処刑を執り行ゥ！」

牛頭の獣人が、大声を張り上げた。

それに呼応して、広場に集まった大勢が、叫び声をあげた。

広場の中央には、板を組んだ、特設の供儀台が据えられていた。突貫で作られ



たもののはずだが、塗料のせいか、妙にぴかぴかしているのが印象的だった。

そしてその供儀台の上に、意識のない額眼種の男が一人、縛り付けられてい

る。

あれは誰だろぅ、と思つた。

とてもよく知っている誰かのような気がした。ほとんど毎日のように顔を合わ

せていた……国防軍の仕事が忙しくなってからはそうでもなくなったがそれでも

頻繁に家に戻ってきてくれていた……顔のような気がした。

けれど、確信できなかった。

だって、そうだろう。

自慢の義兄なのだ。強くて賢くて、いつだって正しくて自信満々で、誰からも

期待されてその期待に見事に応えてみせて、好かれて慕われて、とにかくもう、

こんなやつが実在していいのかってくらい、凄い義兄なのだ。

だから、信じられるはずがなかった。

その義兄が、全身を痣だらけにして、さらし者になっているとか。その場に集

まった大勢の市民の、憎悪や罵倒を一身に浴びているだとか。

とても、現実の光景として受け入れられなかった。

「この者は、浮遊大陸群最大にして究極の禁忌を犯し、我らが友邦たるコルナ

ディルーチェの地を未曾有の危機に晒した！ 敗されざるその罪を刃と炎で清

め、穢れたる魂が清めの空へと届くことを願う！」

牛頭が語ることによれば、その罪人は、大陸群憲章というとても大切な法を勝

手に破り、危険な〈獣〉を浮遊大陸群に持ち込んだ。それをよその都市にばらま

ごよく とうXつ

いて、多くの市民を死なせた。最終的には護翼軍の働きにより〈獣〉は討伐され

たが、失われた命は戻ってこない。これは許されざる大罪だ、と。

大仰に語り、手にした大旗を振りあげる。

「浄化隊、前へ！」

手に手に物騒な得物を持った兵士たちが、一糸乱れぬ動きで、広場に入ってき

身にまとうのは儀礼用の金色甲胄と黄位法衣。その手に持つ長柄の先には、そ



れぞれ四種の浄化を象徴する刃物である槍、鎌、鋤、斧がつけられている。そし

て最後の一人だけが、武器ではなく、火のついた松明を携えている。

群衆の声に、熱狂的な歓喜が混じる。

なんだよ、これ。

なんなんだよ、これ。

フエォドールは両手で顔を覆った。けれど両の目ははっきりと見開かれ、供儀

台の上にあるものとそこで起きようとしていることを逃さず記憶しようとしてい

た。

-自分の命より大Шなものなんて、そうそうあるはずがないんだ。

——でもな。だからこそ、そいつを見つけたやつは幸運だし、幸せなんだょ。

いつか聞いたその言葉が、頭の中で何度も反響する。

義兄はいつでも正しかった。自分の言葉を裏切らなかった。一度口にしたこと

は最後まで守り抜いた。フエォドールはそのことを知っていた。だから理解して

いた。義兄は大切なもののために命を投げ出した。いま目の前で行われょぅとし

ている処刑は、義兄が既に覚悟を決め、受け入れたものなのだ。正しいことなの

だ。

正しいことならば、自分も受け入れなければいけない。

どんなに理不尽に感じても。どんなに怒りがこみあげてきても。そんなものの

ために、義兄の覚悟を無駄にしてはいけない。

「一番の刃、振るえ！」

一人目の兵士が歩み出る。

長槍がまっすぐに蒼空に掲げられる。

群衆の歓声が、限界を超える。

世界が沸きたつ。

兄が救おぅとした世界が。

兄が守っていたはずの世界が。

こ i

-義兄さ-



叫びの声は、どこにも届かず。どこにも響かず。

残酷に奔る槍の刃がまっすぐに、台の上に縛られたその人物の

「義兄さん！」

その大声を聞いて、目を覚ました。

どくどくとうるさい心臓を右手で押さえつける。

ああ......自分の叫び声で目を覚ますって、本当にあるんだな。そんなどうでも

いいことに、少し感心する。

なんだかんだで、それなりの時間を眠れていたおかげだろう、風邪の症状のほ

うはそこそこおさまっていた。けれどそれとは別に、非常に気分が悪い。

懐かしい夢を見た。

懐かしくて、けれどどれも、思い出したくもない情景だった。

彼らのことを、忘れたことなんてなかった。ずっと抱えて生きてきた。けれ

ど、それとこれとは、別だ。こんなふうに思い出してしまえば、どうしてもあの

時の苦しみを思い出してしまう。

苦いものが胸の奥に湧き出してくるのを、風邪ひき特有の変な味のする唾で強

引に飲み込んだ。

「......わかつてる。わかつてるさ」

自分の命ょり大切なものなんて、そうそう見つからない。そいつを見つけたや

つは幸運で、幸せだ。義兄の言葉はいつでも正しかった。義兄は納得して死を受

け入れた。

そこまで理解していても、どうしても考えてしまうのだ。もしもあの時、死な

ないでくれと自分が懇願していたら、義兄は耳を傾けてくれただろうか。未来は

少しでも変わっていただろうか。

五年前、一般に『エルビス事変』とだけ呼ばれているあの〈й>たちの襲撃事

件は、まず、11番島の大都市が襲われることで始まった。被害は最小限に抑えら

れたとされるこの事件は、当時のエルピス国防軍軍団長-フェォドールの義兄

の独断にょる侵略行為だといぅことで政治的に決着し、彼の処刑をもって表向き

は決着がついた。



そしてもちろん、表向きにしか決着はつかなかった。国交の舞台ではもはやエ

ルヒス市を信じる者はいな力ったし毎日のょぅに市民は寒動を起こしたし名

のある商人たちは驚くほどの素早さで本拠を別の都市に移して知らない顔を決め

込んだ。そんな日々すら長くは続かず、半年後にはエルピス国は13番浮遊島ごと

〈五番目の獣〉に溶けて消えた◦元軍団長が市内のどこかに隠していた〈獣〉が

逃げ出した結果だろぅと言われている。

その日々の中で、フェォドール•ジェスマンはすべてを失った。

家族を失った。友人を失った。財産を失った。

会いたいと思えるひとたちとの繋がりを、すべて失った。

「義兄さんは、守りたいものを見つけられて幸せだったかもしれないけど」

やりきれない気持ちで、拳を固める。

「僕は、やっぱり今でも、納得してない」

どこにでもいいから振り下ろそぅとして-

気づいた。サィドテーブルの上に、何かが置いてある。

灯りをつけて、見る。小ぶりのランチバスケット。開けてみると、さっきのも

のょりだいぶ不格好なサンドゥィッチが詰め込まれている。

ついでに、——風邪で鼻をやられていたせいで気づくのが遅れたが——なぜ

か、鼻をつく謎の異^^漂ってきている。

なんだこりや。

二つ折りのヵードが添えられていた。何の気もなくサンドゥィッチのひとつを

つまみ、口に運びながら、その文面に目を通した。

『早くよくなんなさい』

ちょっとぶっきらぼうな筆跡の、手書きの一文。

よく見ると、紙の端のほうがィンクで汚れている。

それを見ていると、なんとなく連想される情景がある。白紙のメッセージヵー

Лど}^*み て、Л、

ドを前に、どんな文面にしようか頭を抱える緑髪の少女の姿。あまり丁寧に書く

とそれはそれで勘違いされそうで悔しい、などと考えて、わざと筆跡を崩したり



もしたのではないか。あれは、いかにもそんなことをしそうな子だ。

サンドウィッチを、一口かじる。形容のしがたい酸味が、口の中に広がる。

獣人向けの発酵食材。

まずい。

でも、慣れるとクセになる、そんな味。

「だから、さあ……」

原因不明の涙が、ぽたりと落ちた。

たぶん、いや間違いなく、この強烈な味のサンドウィッチのせいだ。そうだ、

そうに違いない。その他に、いま自分が涙を流す理由なんて、何ひとつないのだ

から。

「……こいつを食べる時は、量に気を付けろって、言っただろ……」

F憧れた背中、追いかけて追いかけて』

-her blind alley -

1■真昼の夢

——38番浮遊島港湾区画、戦略艇『ゥルティーヵ』艇内。

氣釈齓の飛空艇は、最新銳のメヵニズムに溢れていた。

呪燃炉の配置が違えば、隔離区域の位置も変わる。姿勢制御翼の数と場所が違

えば、そいつを管理するための装置の形も変わる。狭い通路には太いもの細いも

の構わず大量のパィプが走りっぱなしで、その中を巡っているものが何なのかは

外見からじやさっぱりわかりやしない。

従来の飛空艇のセオリーが、ほとんど通用しない。

どれだけ熟練の飛空艇乗りでも、これではお手上げである。空を飛ばして

〈獣〉と戦うどころか、まともに港湾区画から飛び立たせるだけでも精一'杯だ。

そして何より恐ろしいのは。

この化け物飛空艇は、中身は別売りの単品商品だったのだ。

専従の乗組員などはおらず、割り振られた先である第五師団の人員で、なんと

か運用しなければいけないのだ。

どうですかこの芸術品はこいつの性能をきちんと引き出せれば〈獣〉だろうが



何だろうがィチコロ間違いなしですよ頑張ってくださいね——艇内のあちこちに

触れるたび、そんな設計者の満面の笑みが見えるような気がする。そして、その

幻の笑みに向かって全力の拳を叩きこみたくなる。

薄暗い通路の端、

「ったく、冗談じゃねえょなぁ……」

ぶつぶつとぼやきながら、紫小鬼の整備土がレンチを振り上げる。通路の壁を

走るパイプのひとつを、ガンガンと叩く。壁に耳をつけて、反響を聞く。

「奥に音が抜けてってるってことは、こっちは動力系のラインじゃねえのか。制

御系のものだとしたら、下手に手は出せねえな……」

「何やってるの？」

耳に息がかかるほどの至近距離。

急に女の声がかけられて、慌てて振り返る。

「......って、なんだ、ぁんたかょ。脅かすな」

「ごめんなさい、集中してたから、声かけるタイミングが見つからなくて。それ

で、何やってるの？」

「ああ、こいつらの正体探しさ」

言って、パィプを叩く。こ一ん、と澄んだ高い音。

「設計した奴はどこに何があるかわかってるから平気なんだろうが、現場がその

へん把握してねえと命に係わるからな。早いとこ調べておこうって寸法だ」

言って、左手に持った色とりどりの紐を軽く揺らして見せる。こいつを一本一

本に結びつけて、色の違いで中身を区別しようというわけか。

「こいつを済ませねえことにゃ、怖くてとても飛ばせねえからな」

「これが終われば飛ばせるの？」

「まぁ、基礎飛行くらいまではな。実戦で使えるようにするにゃ、乗り込む全員

に相当の訓練が必要になるだろうが」

「そしたら〈十一番目の獣〉にも勝てる？」

「んな保証は誰にも出来ねぇよ。ただ、いい勝負はできるんじゃねぇか。動力も

武装も、文句なしの一級品なのは間違いねぇからな」



壁とパィプに視線を戻して、紫小鬼はそう評する。実際、単純な性能の数字だ

けを言えば恐ろしいほどの一隻ではあるのだ。

設計したやつのことは、もちろん締め上げてやりたいと思つている。

しかしそれはそれとして、一技術者としては、どうしても考えてしまう。この

化け物飛空艇が全力を出して空を往く姿を一度見てみたいと。

「ふうん」

女の生返事を聞いて、紫小鬼は苦笑する。まぁ仕方が無い。自分のこれは浪漫

の類だ。誰にでも共感してもらえるものじゃないのはわかつている。

「ま、そのへんは俺たちよりは、武官どものほうに......」

振り返る。

誰もいない。

「ありゃ？」

きよろきよろと通路を見回してみても、やはり誰の姿もない。

飽きられちまったか。

まぁ、しようがない。本職の自分でも暴れたくなるくらいに地味で退屈な仕事

なのだ。素人が見ていて楽しいものでは決して無いだろう。

「辛いところだねえ」

整備士という職につきものの、よくあることである。いちいち気にしていては

やっていられない。だから彼は、肩をこきこきと鳴らして、再び作業に戻った。

П丨ン。

響く音に耳を澄まして、パィプたちに素性を尋ねる。お前はどこの誰ですか。

どことどこに繋がっていて、どういう仕事をする管ですか。

——紫小鬼の整備士は、気づかない。

彼が素性を問いかけるべきは、目の前のパィプたちだけではなかったはずだっ

た。たったいま親しく話した相手、目の前から消えた女について、自分は何も知

らないということを。

2. Ш繼歡たち

一晚寝て、風邪は治ったと思う。



気分の悪さも関節の痛みも残っていない。

ふだん通りに動いても問題なさそうではあったのだけど、軍医には念のためあ

と一日休んでいろと言われた。仕方が無いので、一日分、休暇をとらせてもらう

ことにする。

とはいえ、体調が戻っている以上、無為に部屋で寝て過ごす気にもなれない。

だからといって、休暇中の者が基地敷地内を徘徊するというのもよろしくない。

何か、大事なことを忘れているような気がした。

誰かと、話をしなければいけないような気もしていた。

けれどうまいこと記憶を引っ張り出せない。乾いた砂の奥に埋もれた何かを掘

り出そうとしている感覚。掏い上げた端から砂が流れ込んできて、片鱗が見えた

かと思つた記憶をすぐに覆い隠してしまう。

「……ま、大したことじゃなかつたのかな」

こうして首をひねつている最中に、これといつて焦りが湧いてこない。

いや、それどころかむしろ安らぎのようなものを感じてすらいる。

ということは、少なくとも緊急の用睾などではなかつたのだろうと判断でき

る。本当に必要なことだつたのなら、あとから思い出すこともできるだろう。

なんとなく、額にくすぐったいような温かいような、妙な感触が残っている。

こいつの正体は、ちよつと気になるところではあるけれど。

「ふわあぁ……あ」

大きなあくびをひとつ。久しぶりに街に出ようかなと思つた。

わざわざ外出許可をもらってくる必要はない。基地敷地の裏側にある金網に

は、今もまだ修復されていない大きな穴が開いている……そしておそらくは、こ

の基地が役目を終えるその日まで、それが修復されることはないだろう。

卞

目を細めて、じつとその張り紙を見つめる。

しかし、いくらそうしていても、そこに書かれている現実に変化はない。どう

やら、まばたきせずに三十秒見つめていたら文面が変わりますとか、そういう

びっくり系の仕掛けはないょうだった。



『長い間、ご愛顧ありがとうございました』

四隅の糊付けが甘かったらしく、右上の角が剝がれてしまっている。吹き抜け

る風を受けて、『長い間』の辺りの文字がばたばたとはためく。

いっそこの紙がどこかに吹き飛んでしまえば、この店は再び開いてくれたりは

しないだろうか。ないかな。ないょな。、っん。

Ш分に言い聞かせ、現実を受け止めて、それからがっくりと肩を落とす。

「というわけで、今日のドーナツはない」

いつもの廃劇場上で、フエォドールはきっぱりと宣言した。

いつものょうにそこにいたティアットは、一度こちらをちらりと見て、「ふう

ん」と鼻返事をした後に、視線を街に移した。

「なんだ。随分と淡白な反応だな」

「だって知ってたし。一昨日買いにいった時、もう閉まってたから」

「なんだ、そうか」

つまらないな、と思つた。

美味いものを食べる喜びを分かち合えるのは、なんだかんだで気持ちのいいも

のだ。

その感覚は、ティアットも共有してくれていると思っていた。

だから、その肝心のドーナツがないと聞けば、さきほどの自分と同じ落胆を共

有してくれるだろうと思つていたのに。

「……この街、どんどん小さくなっていくんだね」

ぼんやりした声で、ティアットが眩いた。

「わたしたちが最初にこの街に来た日のこと、覚えてる？」

「君に『忘れて』つて言われた日のことなら」

「あは、そういえばそうだっけ」

笑って、

「あの日、『この街を守るんだぞ！』って気合入れて、あちこち見てたんだ。

ちよっと面白そうな店、けっこうあったんだよね。ヘンな陶器の店とか。立ち読

みし放題の古本屋とか。パニバルが好きそうな硝子細工店もあったな」



なんでそこでパニバルの名前が出てくるのかはわからなかったけれど、たぶ

ん、確かめるべき場所はそこではないのだろう。

「あの古本屋が消えたのは、僕にもショックだったよ。ゥィルホルナキア•テナ

スの画集とか揃えてあったんだ」

「え、知らない。それ誰？」

「ちよっと昔の、猫徴族美人画絵師」

はああ、とフエオドールは重い溜息を吐く。

「すっごく艶やかな毛並みを、鮮やかに描く人なんだょ。さすがにそういう本を

大量に兵舎に持ち込むのもなんだと思って、買い揃えなかったんだ。今は少し後

悔してる」

「……へえ、そうなんだ」

おかしい◦今のこの会話は「街が寂しくなっていくのは辛いね」という喪失感

を共有するもののはずだ。上官と部下の心温まるコミュニケ^~ションタィムだ。

なのに、話せば話すほど心なしかティアットとの距離が開いていってる気がす

る。

「本当にいい絵なんだょ？」

「へえ、そ、っなんだ」

まずい。距離が開く一方だ。

ちかちかと、足元のランプが光った。さすがにもうティアットも慣れたもの

で、さっと立ち上がると少しだけ横に移動する。

やや遅れて、先ほどまで少女がいた場所に大量の蒸気が噴き出す。

「慣れちゃうと、これもなんだか楽しいよね。街が息してるって感じがして」

「そういう考え方はなかったなぁ」

ティアットはその場に座り直すと、傍らのバスケットを開き、ドーナツを取り

出しかぶりついた。そのままもぐもぐやりながら、

「ここって、よくできたオモチャみたいな街なのよね。ほら、よくあるじゃな

い。人形の家なんだけど、毎日決まった時間になったら住人が踊り出す、みたい

なからくり仕掛けが内蔵してあるやつ。あんな感じ」



「待って」

「……あ一、だからなのかなぁ。住んでるひとが減ってくと、部品が欠けてくみ

たいな感じがして、寂しさ倍増なの」

「いや、だから待って。その手にあるの、何」

ティアットは、にやありと邪悪な笑みを浮かべてこっちを見た。

「気になる？」

「そりゃなるよ！え、なに、近くに僕の知らない別の店があったとか？」

「残念、非売品で一す」

バスケットから取り出したもぅひとつのドーナツを、こちらに差し出してく

る。近づいて、受け取る。そのまま、ティアットの隣に座る。

「昨日ラキシュに頼んで、揚げてもらったの。あの子厨房のおばさんたちと仲い

いから、ちよっとくらいは私用で使っても黙っててもらえるのよね一」

「……それ、普通にぅちの軍規に反してるよ」

「バレなきやいいの、バレなきや。それともまた、『僕に見つかつたからもうダ

メだ』とか言つてみる？」

手の中のド^~ナツに目を落とす◦こんがりきつね色◦軽くまぶしてある細かい

ものは、何かの植物の種を炒ったものだろうか。めちやくちやうまそう。

「、っん、僕は何も見てないし聞いてない」

「そう言ってくれると思った」

ティアットは明るく言うと、手の中にあったド^~ナツの残り半分を、魔法のょ

うな早業で消してしまう。

対抗するわけではなかったけれど、フエオ^^丨ルは大口を開けて、自分の手の

中のそれにかぶりつく。

「......うわ」

「最高でしょ？ あの子、ち一さい時から近所のパン屋でバィトしててね。今

じゃ、小麦粉使う料理なら、68番島で一番なんだから！」

浮遊大陸群に浮かぶ島の中、ある程度以上の大きさのあるものには、番号が振

られている。番号の若いものほど中央に近く、数字が大きくなると外縁に近づ



く。68番といぇば、随分な田舎だ。

「どういうところ？」

「ん？」

「いま言つてた、68番浮遊島。君たちの故郷なんでしょ？」

「故郷、つていうか......うん、まぁ、そんな感じではあるけど。知りたい？」

「どういう環境で育てば君たちみたいな性格が育つのか、興味はある」

「なによそれ」

笑つて、ティアットは語り始める。

森の奥にある、おんぼろの木造建築。通称は妖精倉庫。建ってから何年経って

だг

いるのか、もう誰も知らない。常時三十名ばかり、幼い妖精たちが集められてい

る。その子たちの面倒を見ているのは、今は一人の喰人鬼の女。細腕一本(ただ

し剛腕)でずっと妖精たちの生活を支えている。優しくて、時に怖くて、そして

к し み

そろそろ年齢を考えてほしいレベルの少女趣味。倉庫の予算は限られているか

ら、自分たちの着ている私服は、ほとんどはその喰人鬼が縫ったり編んだりした

もの。彼女の趣味が出ているおかげで、全体的に実に可#':らしい。そういう服

は、似合う子と似合わない子がいるというのに。ぶんすか。

「いや、君たち全員ょく似合ってるでしょ、可愛い服」

「……さらつと言えるところは格好いいけど、きみの言葉だと思うとなあ」

「いやいや、いくら僕が堕鬼種だからって、いつも嘘やおべんちゃらばかり言っ

てるわけじやないからね？」

「いやほら、種族とか関係なしに、きみの優等生発言が全面的に信用できない」

「ときどきすごく残酷なこと言ぅよね、テイアットは」

ティアットは語り続ける。

自分より年上の妖精たちも何人かいるけど、ほとんどはずっと年下。まだ成体

になっていなくて、戦いには出られない。どの子も生意気盛りで将来有望。ユー

ディアは元気いっぱいで、マシャはとても頭がいいのに読書が大嫌いで、アルミ



夕はまだ小さいなりに妹たちの面倒見がよくて、ヵーナはいたずら好きでいつも

ナイグラート(さっきの喰人鬼の名前らしい)にお尻を叩かれていて。

止まらない。

ちよっと歩いた獣人の居住区に、お気に入りの映像晶館があること。そこで見

た色々な外の街に憧れていたこと。いつか行ってみたいと思った場所がたくさん

あること。その中のひとつ コルナディル^—チェだけはけっこ、ったっぷりと堪

能したことがあること。すごく楽しかった。また行きたい。会いたい人もいる

し。

それから、それから。

「............あれ？」

言葉が、途絶えた。

翠色の大きな瞳から、雫がひとつ、こぼれた。

「あ、はは......。ちょっと待ってね、すぐ止めるから」

ごしごしと目もとをこする。

「やだ……、色々思い出しちゃった……」

ぼろぼろと、次から次へと、涙があふれだす。

「アルミタに貸してた本、まだ返してもらつてないし......ユーディアと星を見に

行く約束してたし……ヵーナとの勝負、まだ決着ついてないし……」

ひとつを思い出すたびに、ひとつの1下が銅板の上に落ちる。

ああ——なんだ、そうだったのかと思う。

この娘は、死ぬ覚悟を決めているのだと思っていた。

生きることはとつくに諦め終わっているのだと思っていた。

そうじゃなかった。まだ生きていたい理由を全部、思い出さないょうにしてい

ただけだつた。ひとつの思い出にひとつの涙。止まらない思い出に止まらない

涙。

「......なんか、ごめん」

謝罪して、ハンカチを差し出した。

「なんで謝るの」



「ヘンなこと聞いて、辛いこと思い出させた」

「ヘンとは何よ、わたしの家族の話だぞ」

「やっぱりヘンじゃないか」

「なにおう」

笑いながらティアットはハンカチをひったくり、目もとに当てる。白い生地が

見る間に色を変えていく。

「……ねえ。もうひとつ、ヘンなこと言っていい？」

「、っん、聞くよ」

「ありがと。……わたし、やっぱり、死ぬの、怖いよ」

無言。どういう言葉をかけていいのかが、わからない。

たっぷり十秒以上の時間をかけて考えてから、答えた。

「 怖いのを受け入れてそれでも立ち向力うことを勇気と呼ぶらしいよ」

これはかつて聞いた、必ず正しいはずの、義兄の言葉。

「どうしても自分の命が大切に感じられるのは、当たり前のことだよ。だからこ

そ、命よりも大切なものを見つけた時に、ひとは当たり前以上に幸せになれるん

だ」

自分の言葉を返すことから、フヱオドールは逃げた。

「勇気かぁ。うん、なんかすごく大事そうだよね、そういうの」

ハンカチを目もとに押し当てたまま、ティアットはにへらと笑つた。

「うん、アドバィスありがと。わたし、がんばってみる」

空虚な笑顔だった。

「あ……」

「そうそう、そういえばね、話は変わるけどね！」

かけようとした声は、わざとらしい大声に、途中でかき消された。

「きみさ、ラキシュのことどう思う？」

思考が止まる。

「え？」

動き出す。



「いやほら、ラキシュがね、きみのこと、けつこう気に入つてるみたいなわけ。

わたしとしちゃ、ちよっと趣味悪いな一とか思ったりもするけど、やっぱ妹分の

望みは叶えてあげるのが良いおね一ちゃんってやつなのかなって思って。

あの子は、ほら、いきなり自分で怪我するようなどっかのおかしいやつと違う

から。そのへんは全面的に安心しちゃっていい感じの子だから。だから、ね、ど

う？」

やや鼻声の、早口。フエォドールの盾が、ぴくりと揺れる。

「-どういう意味？」

「あの子、いかにもって感じの、いい子でしょ？ びっくりするかもしれないけ

ど、あれラキシュの素なの。しかもこの通り、料理上手。男の子的には、ああい

う子ってポィント高いんじゃない？」

確かに、それは否定できないけれど。

「それはつまり、僕にラキシュさんの恋人になれと？」

「お、察しがいいねぇ。わたし全面的に応援するからさ？」

「それは、前に言ってたなんとかいう先輩が、死ぬ前に男を見つけたから？」

「男を……って、生々しいなあ。大枠としては、合ってるけどさあ」

なははは、とティアットは苦笑する。

「って、なんできみがクトリ先輩のこと知ってるの」

「君の上司だからな、必要なことなら何だって知ってる」

大嘘だ。当のラキシュに聞いたことだ。

「その『クトリ先輩』みたいになりたがってたのは、君のほうじゃなかった？

どうして彼女のほうに男をあてがおうとするわけさ？」

「あてがうって、ますます生々しいなぁ」

「事実だろ。っていうか、そういう話だったら、君自身はどうなのさ？」

「へ？わたし？」

きょとん、とした顔。

少し遅れて、弾けるょうに顔が赤くなる。

両手をばたばたと手旗信号でも送るように動かして、



「わ、わたし、は、別にいいから。あの子みたいに素直じやないし、気遣いもで

きないし、乱暴だし、可愛くないし。賞味期限三か月だし」

その自己評価には、言いたいことが色々あったけれど、飲み込んだ。

「......まぁ、君がそう言うなら、それでもいいけど」

「う、、っん、そうして。あ一、心臓に悪かった」

深く、胸を撫でおろす。そこまでしんどい話だったのか。

「それで、さっきの話はどうなのさ。何でラキシュさんの話になるのか」

「ん一……まぁ、別に隠すようなことじやないんだけどね。セニオリスって知っ

てる？」

「そりやあ」

彼女のフル、^---ムは、ラキシュ•ニクス•セニォリス。そして、例の資料の中

にょればそれはただの名前ではなく、

「ラキシュさんに適合する遺跡兵装、だっけ？」

「そう。そして、五年前に死んだ最強の黄金妖精クトリ.ノタ.セニォリスに適

合してた剣でもあった」

......剣？遺跡兵装というのは剣なのか？

「わたしたち四人の中ではね。素手だとコロンがぶっちぎりで最強」

知っている。日々の訓練の中で、彼女の身体能力についてはさんざん見せつけ

られている。時には体に刻み込まれてもいる。先週かけられた絞め技は本当にき

つかった。

「通常兵器を使っていいって話になると、パニバルのほうが上になる」

それも知っている。彼女は带剣戦闘において、完全我流ながら、とんでもない

技量を見せていた。

「けど、魔カアリとか遺跡兵装アリとかになると、これはもう、ラキシュが完全

に一人勝ち。たぶん、わたしたち三人がかりでも手も足も出ないんじゃないか

な？」

……それは、知らなかつた。予想もしていなかつた。

「そんなわけだから、わたしたちの中でも、ちょつとした切り札的な扱いなの



ね。だからきっと、それなりには大事にされて、比較的長生きすると思うから」

力のない、そして中身のない笑顔。

初めてこの場所でティアットと会った時にも見た、灰色の表情。

「わたしじゃ、無理なんだ。クトリ先輩みたいには、どうやってもなれない。け

れど、ラキシュになら、できるかもしれない。素敵な妖精兵の一生を送ってくれ

るかもしれない。だから、わたしには無理だったこと全部、あの子に託したい

の」

「その後、君はどぅするんだ」

「わかってるくせに」

いつもの、形だけの笑顔。

「わたしは、わたしにできることを精一杯やるだけ◦先輩にはなれないけど、勇

気を出せば真似できそぅなこと、ひとつだけあるから」

——それでも……最後は、大切なひとたちを守るために、自分から戦場に向か

いました。二度と戻って来られないことをわかっていたのに、笑いながら。

「ああ……」

いつぞやのラキシュの言葉を思い返しつつ、頷いた。

「わかってくれた？じゃあ……」

ちАし

約束の証だとでも言いたいのか、ふたを開いたバスケットをこちらのほうへと

押しやってくる。実に魅力的な輝きを放つドーナツが残り四つ、しかもどうやら

すべてトッピングが違う。先ほど食べたひとつからしてこれらすベての味が極上

.こま \、

であることは約束されているわけで、こりゃもう魂を売ってでも食べるしかない

だろうと思うのだけど、

「ごめん」

魂以外の売り渡せない何かが、邪魔をした。

軍服のポケットから眼鏡を取り出して、かけた。

「え？ どうして？ めちゃくちゃ{1良物件よ？|



「そういう問題じゃないよ」

ラキシュにティアットのことを頼まれた時と同じだ。

こんな話、請けられるはずがない。

「きみはラキシュさんに託すといつた」

「うん」

「じゃあ聞くけど、君が犠牲になって、本当にラキシュさんは先に進めるの

か？」

「それはほら、だいじようぶ、だいじよ一うぶ」

Ш分に言い聞かせるような『大丈夫』だった。

「わたしたち、妖精なんだから。たとえばさ、同じ防火箱に詰められてたからつ

て、発射された仲間のことをいちいち砲弾が考えたりしないでしよ？ それと同

じ。仲間が死んじゃったり消えちゃったりするのは普通のことなんだってば」

「そうか」

「そうなの」

うんうん、とうなずく。

「それは、君の言う先輩も同じだったのか？」

「あ……」わずかな逡巡「……たり前でしよ」

ああ、なるほど。

今の表情を見て、ひとつ、確信が持てた。

この子を見ていて感じる苛立ちの正体が、ようやくつかめた。

成体妖精兵テイアット•シバ•イグナレオは。とどのつまり、

「死ぬ理由が欲しいだけ、なんだな」

ほとんど、独り言だった。

隣のテイアットに聞こえる力どう力もわ力らなしそんな小声たつた。

けれどどうやら、その瞬間にフエオドールの背後から吹いた風は、声をたしか

に少女の耳まで届けてくれたらしい。テイアットの笑顔が、瞬時に赤く染まる。

「んなっ......」

「大好きな先輩の偉業をいくら追いかけても無駄だとわかったから。自分にはそ



んな劇的で意味のある生き方なんてできないって思い知ったから。いい加減、そ

うやって夢を追って生きるのにも疲れたから」

ちが

「だから、せめてひとつだけでも、真似できそぅな偉業を見つけて、それに鎚っ

た。『仲間たちのために勝てない戦いに挑んだ』だったか？そいつをやれば、

残った連中に、先輩とょく似た背中だけは見せて逝けるからな」

「そんな......んじゃ......」

ぱくぱくとティアットの口が開閉する。

そこからは、言葉は何も出てこない。

「君はただ、尊敬してる先輩の名前を、ドラマチックな自殺の演出に使おぅとし

てるだけだ」

——返事は、ない。

「気づいてるんだろ。君たちを失った後のラキシュは大丈夫じやいられない。見

た目はとりつくろえるかもしれないけど、根つこのところで、心に！！が入る」

「なんで、そんなこと言えるの」

「僕にも、似たよぅな経験があるからね。

誰かの未来のためにと言って、大切な誰かが死ぬ。当人は満足してるはずだ

し、自分も納得しないといけない。そぅ、理屈を頭じや理解できる。頭でしか納

得できない。心も体も納得しない」

はさ

あれは本当につらいよ、と挟んでから、

ゆが

「君は立派だょ。自分の死に方を探す程度の歪み方で済んだんだから。やつぱ

かんきょぅ

り、その後に育った環境の違いかな——僕は、そんな風には、なれなかつた」

Г.

，可о、 舌<

「そういう風にも育てな力った原鹿が世の中にはいるってことさ。



そいつには君たちのことが、とてもまぶしく見えてる。自分と同じょうな目に

遭ったくせに、なんでいまだに仲間のことを大事に思えてるんだってね」

息を継いで、

「それともうひとつ、呆れてもいる。大切な人を奪われて、それでも何を憎むこ

ともできなくてさ。さんざん辛い思いをしてきたはずなのに、どうしてそれをも

う一度繰り返す気になれるのかって」

「それは」

、っつむいていたティアットが、不意に何かを決意したょうに勢い込んで顔を上

げる。

「先輩が、そうしてたから」

「またそれか。だからそれは、君が言い訳に使ってるだけの——」

「先輩のこともヴィレムのことも知らないのに、勝手なこと言わないで」

怒りの声だった。

フエオドールは驚いた。今の今まですっかり肩を落としていたティアットが、

これから戦場に向かおうとする戦士さながらに、気力と闘志をみなぎらせた目で

こちらを見ている。

「わたしは未熟だしよく間違えるし、色々知ってるわけでもないし物わかりも悪

いし、料理もできないし美人でもないけど、先輩はそうじやなかった。先輩を追

いかけたわたしが間違えてたなら、悪いのはわたし。先輩が悪いわけじやない」

つい先ほどフエオドールがしたように息を継いで、

「だから、ヘンなことは言わないで」

ぞくりと、背筋を何かが伝った。

すぐにはその正体がつかめなかった。けれど、決して良い感情ではないのだろ

うということだけは理解できた。そして、ここでこのまま会話を続けていたら、

その感情はすぐに抑えきれなくなつて逬■るだろうということも。

「そっか」

立ち上がる。背を向ける。

「そのハンヵチはあげるよ。いらなかつたら捨ててくれていい」



「え？ ちよ、ちよつときみ、話はまだ」

ティアットを置きざりにして、鉄扉を開く。階段を降りる。

背後で閉まる扉の重い音。

そしてそのまま、察劇場を去つた。

羨ましかつた。

妬ましかった。

大好きな相手がいて、その背中を追いかけることができて、そのことに胸が張

れて。たとえその先が後戻りのできない奈落でも、そのことを最初から理解して

いても、歩みを止めずに進み続けることのできる決意の強さが。

フエォドールにも、憧れの相手はいた。けれどその背はあまりに遠かった。あ

しよナい あ こ

の処刑の日から後、フエォドールは一度たりとも、義兄のょぅになりたいと思え

たことはなかった。むしろ、その逆だ。義兄の正しさを証明する道は、義兄のや

り方では成らない。そのことを思い知ったあの時から、彼の歩んでいた道に自分

から背を向けた。

——先輩が、そぅしていたから。

その言葉ひとつが、どこまでもフエオド^ —ルの、七を苛立たせる。

卞

その爆铪音を、フエォドールは、旧鉱山近くの揚げ鶏の屋台で聞いた。

背後、ラィエル市の方向からだった。聞こえた範囲で、大小合わせて四つ。い

ずれもばらばらの方向、ばらばらの距離から聞こえてきた。

どんな激情だって、時間が経てば薄れるものだ。

意地を張つたせいで、ラキシュのドーナツを食べ逃した。そのことを思ぅと、

13こう3)'、 5

腹が減る。惜しい事をしたという後悔が湧き上がつてくる。あの時はそうするし

かなかつたと頭では分かつていても、どうしようもなく口さみしくなつてくる。

しかしだからといつて、ここで別の甘いものを食べてしまうと、何かに負けて

しまうような気もしてしまう。



悩んだ末の結論が、脂っこい揚げ鶏である。

ちょつと離れた屋台まで歩く必要こそあるが、炎をそのまま塗り込めたような

強烈な香辛料の刺激が、今後数日は甘いものの味などわからなくなるだろうレべ

ルで舌を破壊してくれるはず。ドーナツへの未練を断ち切るにはちょうどいい。

「何だ……？」

注文した揚げ鶏を受け取る寸前に、振り返った。

「またどこかの管理機械が暴走したかね」

屋台の主人がのんびりしたことを言うが、フエォドールの耳には、今のはそん

な音ではないとはっきりわかる。火薬を使った、爆発の音だ。

砌撃演習だろうか、と一瞬だけ考える。もちろんそんなはずがない。既に住人

の数が大きく減っているとはいえ、ラィエル市はまだ生きている街だ。そのド真

ん中で火砲を遣うなどという暴挙、少なくとも護翼軍が平時に行うようなもので

はない。

ということは、可能性は二つ。

今は平時ではなく、護翼軍があれをやったのか。

あるいは、護翼軍ではない何者かが、あれをやったのかだ。

......うん。つまるところ、どちらも結局同じことだ。今あそこには、おそらく

護翼軍にとって味方ではないだろう、何者かがいる。

3•勝者のない戦場

大音量の鐘が鳴り響いている。

護翼軍の連絡鐘は、叩き方にょって伝達されるメッセージの内容が変わる。代

表的なところで二柏と三柏の繰り返しが『非常時対応訓練』、，у柏と二柏で『全

員自室に戻り待機』、第五師団のオリジナルとしては二拍を連打することにょる

『食堂在庫僅少につき早い者勝ち』など。

そして、リズムも何もなく、やたらめつたら鐘を打つているだけの場合、それ

はГ緊急事態につき総員三次戦闘準備』を意味する。

「フエオド^~ル•シエスマン四位武官、入ります^-• I

「遅いぞ四位武官！」



総団長室に飛び込むなり、叱責の声に迎撃された。

「自室で療養していたのではなかったのか？なぜここまで時間がかかる」

し^,^義つ

「うまいドーナツを食べ逃していました、お叱りは後ほど。状況はどのょう

な？」

「市内三か所で爆破事件が起きた。現在、動ける武官のほとんどをそちらに派遣

し、被害状況の確認おょび住民の救出を始めている。どこも人手が足りずに目を

回しているぞ」

「三か所、ですか？」

「記念館地区のはずれ、北東七番の半スラム化した一画、元マギネス男爵私邸、

の三か所だ。どうかしたか？」

「......いえ。地図を拝見できますか？」

作戦机の上に、市内の大地図が広げられている。爆発現場だと判明している三

か所には、すでに綞を兼ねた鉛の駒が置かれていた。

「何者の仕掛けによるものかについては、判明していますか？」

「いや、現状ではまだ手がかりになりそうな情報は——」

一位武官の言葉が、途中で一度止まる。

「事故ではないと、もう確信したのか？」

堕鬼種は、嘘に聡く、策謀に通じると言われる。いわゆる神秘的で特殊な能力

がどうこうというやつではなく、種族ぐるみで性格がねじくれ曲がっているとい

う話だ。

人聞きの悪い話ではあるが、おおむね真実なので反論はしづらい。しかもそれ

が、こ、っいう場所では意外と役に立ったりもするからまた難しい。

「明らかに。さきほど僕がここにいた時、爆発音は四つ聞こえました」

地図上の一点、旧鉱山そばを指し示す。

「……なぜそんなところにいた」

「うまい揚げ鶏を食べ逃していました。それはともかく、爆発音は三つではあり

ませんでした。そのうち三つはこれらの場所で合っているはずです。残りのひと



っは」

地図の上に直線を描かせるょう、赤く染めた紐を伸ばす。

「この方角です。反響の大きな場所であったため、大雑杷ではありますが」

「そんな音は、誰も聞いていない」

「別の爆破の音に隠されたんでしょう。比較的小さな音でしたし、この基地から

は距離がある。音の遅れまで計算に入れていれば、重ねるくらいは難しくない」

地図上の基地を指さし、他の爆破位置に向けて引いた線との交点を探る。

「もちろん、聞き込みのひとつもすればすぐにバレてしまう程度の偽装にしかな

りません。しかし少なくとも、軍の初動で介入されることは避けられます」

「……何のために？」

「爆破からわずかな時間、軍に介入されず何かをするつもりなんでしょう。相手

が何者なのかのヒントでもあれば、もう少し狙いが絞り込めたんですが……セル

ゼル上等兵は今どちらに？」

「緊急連絡員として、隣室に待機している。例の上等相当兵四名も一緒だ」

少し考える。

地図の上、四つ目の爆発の起きていた場所の候補は三か所。そしてその中のひ

とつが、フエオドールの中では確信に近いレベルで確率が高い。

しかし、その意図が読めない。爆破したい何かがあるというだけならば、ここ

まで大がかりな陽動を交えて行う必要はない。爆破を行ってから、軍の目を少し

逸らしている間に、いったい何をしようとしているのか。その時間で、何が可能

なのか。

そもそも、敗っておいてもそのうち滅びそうなこの38番浮遊島という場所で、

どういう破壊工作をする意味があるというのか——

「......まさか」

38番浮遊島。

飛空艇『ウルティーヵ』。

いずれここに衝突する、39番浮遊島。

そして、〈重く留まる十一番目の獣〉。



まさか、そんなことが。

いや、しかし。

ありえないとは思う。そう信じたいと思う。けれど一度それに思い至ってしま

うと、それ以外のあらゆる可能性が、現実味を失って感じられてしまう。

間違いない。

誰かは知らないが——今はまだ知らないということにしておきたいが——この

手を打ったやつは、堕鬼種の自分が戦慄するほどに、ねじまがった心の持ち主

だ。

「一位武官。今すぐご決断を」

「何だ」

「これからナックス•セルゼル上等兵を連れて、港湾区画に向かいます。現場の

状況にもよりますが、おそらく5、9、14番あたりのブロックを切り離す必要が

あるでしよう」

ラィエル市の港湾区画は、市内同様にそれ自体がひとつの工業製品だ。港湾区

画自体の拡張をしやすいようにと、巨大なブロックを多数組みあわせることでで

きている。

言い換えれば、それらを接続している鎖やランドアンヵーをすべて断てば、区

お

画を構成しているフロックそのものを、まとめて地上に墜とすことができるとい

うことだ。

「......は？」

一位武官の視線が、地図上の港湾区画に落ちる。そこはフエォドールが敷いた

赤い紐の下にあり、この第五師団基地から聞こえた最初の爆破の方角にも重なっ

ている。

「何を言っている？ 爆破事件から、どうして港湾区画を解体するなどという話

になる。そんなもの、市の許可もとらずに強行などできるはずがな-」

言葉が止まった。

「違っていれば、何も悪いことが起きずにハッピーエンドです。しかし万が一の



ことを考えると、今すぐ向かう必要があります」

「......そういうことか」

苦ぃ声。

「〈十一番目の獣〉を仕掛けた何者かがいると、お前はそう考えたわけだな」

Йい」

ぅなず

廊下のほぅから、走り去る足音が聞こえた。それからわずかに遅れて、

「ごめん、お邪魔する！」

蹴り破らんばかりの勢いで、総団長室の扉が開いた。

飛び込んできたのは慌て顔のコロン、その後ろに続いて青い顔のラキシュ。あ

と、にやけ顔で後頭部を搔いているナックス。

いつもの顔ぶれには、ふたつ足りない。

「君たち今は非常時だ、総団長室への立ち入りは——」

「いまティアットが、飛び出してった！」

指さした先には、先の足音を追って廊下を走る、パニバルの背中。角を曲が

て、すぐに見えなくなる。

つ

「-まさか、どうして」

「あのあの、あの子、総団長さんたちのお話、盗み聞きしてたんです。止めたん

ですけど、聞かなくて。それで、さっき、いきなり走り出して」

ラキシュの説明を聞いて、状況を理解する。

ああ、なるほど、そういうこと。

もう少し先の日に訪れるはずだったその時が、いま来たというわけか。

この妖精兵たちは、第二師団からの預かりもの。フェオドール.ジェスマン

は、必要だからと割り当てられただけの、名目上だけの上官であり監視者。いざ

有事になれば指揮から外れて、第五師団以外のどこかの意思に合わせて、勝手に

動き出すだろう。

その予想は出来ていた。



出来ていたはずだった。

「……上等相当兵が、正規の手続きを踏まずに自分の立場を放棄するのは、敵前

逃亡に等しい行為として扱われる」

その言葉を、喉の奥から絞り出す。

「ま、待ってください、ティアットは、あの子はその！」

ラキシュが両腕を広げて何かを主張している。

「一位武官」

フエォドールは尋ねた。

「彼女たちの遺跡兵装の保管場所を、ティアットは知っていますか」

「何？」

驚かれた。それも当然だ、フェォドール.ジェスマン四位武官は、遺跡兵装と

いうものの存在を知らされた立場にない。

だが、その不自然に対する追及は、少なくともその場では無かった。

「そうだな。ティアット上等相当兵は、四人の代表者だ。彼女にだけは、該当す

る機密倉庫の番号を教えてある」

「理解しました。僕は少々野暮用を思いつきましたので失礼します。港湾区画解

体の責任者については、このナツクス上等兵を推薦します」

「へ、俺？何の話？」

ナツクスが戸惑うように尋ねてくるが、無視して走り出す。

「お、おい、どこ行くんだよ！」

答える余裕も惜しい。目的地に向かって、まっすぐ駆ける。

廊下の向こぅにフエォドールの背中が消える。

「……行っちゃった」

コロンがぼつりとつぶやく。

「い、いいい一位武官、これにはその、きっと深いわけが」

ラキシュが大慌てで両腕を振る。これで、ティアットに続いて、フエォドール

まで本来の持ち場を離れたことになる。非常時の軍において、当然それは無視で

きない罪になる行動であるはずだ。



「やれやれ、あの小僧は」

そのラキシュの慌てぶりを，一瞥だけして、一位武官はとぼけた声で眩いた。

「まあ、今は仕方があるまい。呼び戻す時間も人員もない。戻ってきたら、ゆっ

くり説教するとしよぅ......あ一、セルゼル上等兵」

「あ、はい。なんすか大将。俺の仕事、できました？」

「ああ。今すぐ市内に向かって、港湾区画の構造に詳しい者を集めて来い。面倒

があつたら脅してもかまわん。これから港湾区画を墜とす」

ああなるほど港湾区画をね、とナックスは小さく頷いてから、

「......今、なんと？」

「現在時点で推定される破壊対象は5、9、14。状況の進行具合によってはさら

に増えるかもしれん。現場に向かい、必要と思われるブロックをすべて墜とせ。

時間がない。復唱省略でいいから、さつさと行け」

「は、はいIV:」

廊下を走るよりは速いと判断したか、鷹翼種が大窓を開き、飛び出していく。

その背中を、一位武官たちは黙って見送る。

「あ、あの……わたしたちは？」

やれやれ、と首を振りながら、

「ここで待機だ。最悪の場合を想定しておかなければならなくなった」

一位武官は革張りの椅子に、深く背中を投げ出した。

卞

——二十分後、ラィエル市、港湾区画。

〈十一，番目の獣〉は、触れているものと同化して成長する。その速度は極めて遅

く、また触れていないものにとつては何の脅威にもならない。

しかし、ここに衝撃を加えると、同化の速度は爆発的に加速する。例えば足で

踏みつけるだけでも、瞬時に靴底を搦めとるくらいのことはやつてのける。剣で

斬りつけられれば、その剣とその持ち手をまとめて黒水晶の塊に変えるだろう。

そして、加速した同化速度は、その後少しの時間をかけて減速し、もとの速さに

戻る。



さてそんな〈十一番目の獣〉に、大きな爆風をぶつけることができたなら、

どういうことになるだろうか？

目的地を視認できるところまで来て、フエオドールはようやく足を止めた。

息を整えながら、ぐるりと見回す。被害状況は、簡単に目視できた。予想どお

最新鋭すぎてシルエットすら最新鋭な飛空艇、戦略艇『ゥルテイーヵ』。その

腹部を中心に、既に半ば以上が黒水晶化している。そして今も、無数の虫が這い

まわるょうな音を立てて、船体を構成する鋼鉄や緋重鐧を触み続けている。

おそらくはどこかのタイミングで、何者かに艇内に〈十一番目の獣〉の欠片を

仕込まれたのだろう。

もちろん、知られている限りの〈十一番目の獣〉の進行速度であれば、こつそ

りと誰にも気づかれないままこれほどのサイズまで育てるのは不可能に近いはず

だ。間違いなく、先ほどの爆発は、この侵食を加速させるためのもの。

暴食の速度は、見てわかるほどに速い。このまま放置していれば、数十分と経

たないうちに、港湾区画の他のブロックにまで同化が進んでしまうことだろう。

辺りに、人の気配はない。

この辺りは、港湾区画の中でも、特に出入りする艇の少ない一画だ。とはい

え、陽が落ちているわけでもないこの時間、『ウルティーカ』の周囲にすら誰も

いないとい、つのはあまりに不自然だ。

(……血の^い)

助けを呼びそうな者たちは、予め_除されていたのだろう。ここで爆発が起き

たことの連絡はさらに遅れ、その間にこの〈獣〉はさらに周辺の同化を進めてい

くという寸法。

(〈十一番目の獣〉、か——)

天気の良い日に遠く39番島ごと眺めることはぁれど、これほどの近い距離から

見るのは、初めてだ。

こいつは、衝撃を吸収することで同化を加速させる。つまり、誰かが做撃を加

えたり剣で斬りつけたりしたら、それだけ成長を速めるということだ。それなら

ば、発見から数時間も経っていない現時点でここまで状況が進行していることも



説明できる。

剣。

そういえば、ティアットが言っていた。ラキシュの使うセニオリスとかいう

遺跡兵装は剣なのだという。では、ティアットの使うものも同じなのだろうか。

どういう威力があるのかは知らないけれど、至近距離から剣で相手をぶった切る

のが彼女ら黄金妖精の戦い方なのだろうか。

だとしたら、もしかして。

1顔が始まる。

ここまで走ってきた自分はまったく間に合わなかったのだ。ティアットはとっ

くの昔にどこぞの倉庫から自分の剣を引っ張り出し、ここに来た。魔力を熾して

身体能力を底上げし、機関室あたりに根を張った〈獣〉に斬りつけた。しかしそ

の攻撃は通用しない。当然のょうに〈獣〉は勢いづく。

斬撃の凄まじさがそのまま〈獣〉の侵食速度となる。剣だったものは■一瞬のう

ちに黒水晶に化け、その変化はティアットの腕にまで及ぶ。彼女は気丈だ、悲鳴

ひとつあげずに状況に対応しょうとするだろう。しかし両腕と刃物が奪われてし

まった以上、膨出のために打てる手は残されていない。暴れれば暴れるほど状況

は悪化し、やがて肺が失われると同時に悲鳴をあげること自体が不可能になり、

彼女は人知れないまま力尽き、誰もいない機関室の中で黒水晶の彫像となる。そ

の口元にはきっと満足そうな笑みが

「早いね、フエオドール」

妄相〗を打ち切る。

手のひらが嫌な汗で濡れている。こっそりと軍服のズボンで拭いながら、フエ

オドールは顔を上げた。

基地のほうから、ティアットが、近づいてくる。

その手には、少女自身の体長にも届こうかという、巨大な剣。光沢を見るにい

ちおう金属製ではあるようだが、なぜか剣身に無数の罅が入っているのが不安を

Sう。

表情は、とても静かだ。



気負いも焦りも恐№-も何もない。強いて言うなら安らぎのようなものが光

のない瞳の向こうに、かすかに揺れていた。

「遅かったな、ティアット」

どうやら、先回りは成功していたらしい。胸の中で、安堵する。

「そう言わないでょ、けっこう苦労してきたんだから」

その心中を知ってか知らずか、ティアットはわざとらしく明るい声で、

「そりゃ魔力全開で飛んだりしてればもっと早かっただろうけど、わたしあんま

りスタミナのほうに自信ないし。肝心の時にパテて『門』を開けなかったりした

ら色々台無しだし」

「パニバルが追っ手についてたはずだろ。あいつはどうした？」

「撒いてきた。あの子、わたしの目的地がここだって知らなかったはずだしね。

そのうち気づくだろうけど、まだちょっとだけ時間はあるI

「ところで、聞こえたと思ぅけど、三次戦闘準備が発令されてる」

悠然とした姿勢を保ちながら、言ぅ。

「上官として命令するぞ◦今すぐ引き返して指令を待て、テイアット.シバ.イ

グナレオ上等相当兵」

「ゃだ」

話しながら、テイアットは歩みを止めない。

まつすぐに『ウルテイ^ —力』に向かつて進む。

その進路をふさぐ位置に、胸を張って立つ。テイアットの歩みがやっと止ま

る。

「どいて」

「それも断る。ここは作戦区域だ、我々の戦闘の邪魔になる者は通せない」

表情を引き締めて、ティアットは剣を構えた。

切っ先はフエオドールに向けられている。

「あまり無理言ってると、ちよっと怪我するよ。先に言っとくけど、これで殴ら

れたらけっこう痛いから」

「それは嫌だな」



「だったら、黙って見てて。最高レベルの魔力を使った攻撃があいつにどのくら

い通じるか、その目で確かめて今後に活かして」

実際のところこと〈十一番目の獣〉との戦いのことたけを考えるならそれ

は有益な提案であるようには思えた。情報を超える武器はない。今後の護翼軍の

戦いのためにも、それ以外の者たちの目的のためにも、敵のデータが少しでもと

れるということは望ましいことだ。

そのためなら、多少の損害は正当化される。

されてしまう。

「たぶん、通じないと思う。でも、それでいい。わたしたちの力じや届かないっ

てわかりさえすれば、39番島のとの本番の戦いで、コロンとパニバル

はもう少し慎重に扱われることになる。

今のまま、わたしたち三人が一度に無駄死にするより、ずっといい結末。で

しよ？」

フエォドールは港湾区画の地面に視線を落とす。

この辺りは完全に機械化していて、土や岩の地面はまったく残っていない。槌

で展ばされたような銅板が何枚も重ねられ、乱雑なリベットで留められているだ

けだ。

「君も、パニバルも、コロンもラキシュさんも、みんな戦わずに逃げるわけには

いかないのか？誰も死にたくないし、死なせたくないんだろ？」

「ダメだよ。わたしたちが死なないと助けられないひとたち、大勢いるんだか

ら」

瞬間、フェオドールの全身が沸騰した。

視界が赤く染まるほど、一瞬で血が上った。

思い出されるのは、エルビスの民衆。義兄が命をかけて守ろうとした人々。そ

して、義兄の命を奪うことで、何かの溜飲を下げようとしていた人々。

「——今後の浮遊大陸群のことを考えるなら、君の言う通りにしたほうが、効率

がいいんだろうね」

「わかってくれた？」



「僕らの大義のためにも、そっちのほうが都合がいいんだろう」

「なんかさつきのとかぶつてる気がするけど、まあ、そうなんじやない？」

その瞳が、わずかに揺れているのが見える。

そんなふうに泣きながら、希望を語るやつがいるかよ。

•0ブ

そんなふうに怯えながら、勇気を奮うやつがいるかよ。

嘘つきで堕鬼種に勝てると思うな。

「お願い、どいて。ドラマチックな自殺でもなんでもいいから、私に行かせて」

ティアットの声に、焦りと苛立ちが混じる。

きゃっか

「そ-し

「僕はね、美談ってやつが、好きじやないんだ」

挑発的に肩などすくめながら、続ける。

「世界でも他人でも何でもいいよ。とにかくそぅいぅのを守って、本人だけが満

足して死んでいくってやつが、昔から、とにかく大嫌いなんだよ」

「い、」ティアットが声を張り上げる「意味わかんない！早くどいてよ、あん

まり時間ないんだから！」

「義兄さんは、言ってたよ。この世界はまだ、捨てたもんじやないって。だから

僕は、世界が義兄さんを殺した時に、その世界を捨てることに決めた。

-けど、今は、それより大事なことができた。

死んだ義兄さんへの当てつけよりも、ずっと優先するべき大切なことだ」

両手をゆるく広げる。

立ちの姿勢は、そのままに。

眼鏡をとつて、投げ捨てる。

「僕は決めたょ、妖精兵。大義とか大陸群の未来とか、そんなものはもう、どう

でもいい。種族総出で美談を演出したいつていうなら、守られるべきじゃない連

中まで守ろうつていうなら、君たちはすべて、僕の敵だ」

ゅつくりと息を吸つて、(1±:いて。



胸の奥から湧き上がる感情のままに、獰猛な笑みを浮かべて。

そして、静かに宣言する。

「君たちの、邪魔をしてやる」

地を蹴ろうと、ティアットが体を沈めたのが見えた。

その瞬間にはもう、フエオドールは体を反らしている。ぼう、と炎が膨れるよ

うな音がして、とんでもない威力の風が肌を叩く。

(っとぉ|?:)

最小の動きで避けるつもりだった。そして実際にそれは成功した。

しかし、予定していたよりもはるかに近い。至近距離を大質量が薙ぎ払って

いったことで、体が引きずられるように宙を泳ぐ。

(何だそりゃР:)

口元が、勝手にひきつった。

笑みの形になっていたかもしれない。

いま何が起きていたのか、すぐには理解しきれなかった。風に引きちぎられた

髪の毛が数本……いやかなりの量まとめて、ばらばらと風に舞っているのが見え

る。

ティアットが距離を詰めて、剣を振ったのだ。

いちおう殺すつもりはないということなのか、刃は寝かせていたようだ。その

手加減に意味があるのかはこの際さておくとして。

(まさか、魔力での身体強化かこれが嘘だろР)

魔力とは、一種の毒のようなものだと理解されている。厳密には違うにして

も、働き方のィメージが似通っているというのがその理由だ。

それは、ざっくり言えば、死に近づくことで汲み上げられるエネルギーだ。

もともと頑強であったり、生命力の^.れている者にはそもそも扱えない。

逆に、虚弱であったり衰弱しているなど、生命力の乏しい者であればあるほ

ど、強力な力を熾すことができる。しかし、一歩間違えれば、その力に呑まれて

そのまま死ぬことになる。

だから、軍にぉいての1'般的な認識では、魔力は、弱小の種族が他種族との基



礎的な身体差を埋めるために扱ぅものとなっている。言い方は悪いが、「弱者が

一矢報いるための健気な努力」程度の扱いだ。少なくともフエォドールは、彼女

たちの力を認めながらも、心の片隅では同様の思いこみを抱えていた。

とんでもない誤解だったと、今さらながらに思い知った。制御された状態の

魔力でこれなら、暴走状態になったそれはどれだけ凄い力を振るぅことか。

「ひっ!?:」

情けない悲鳴が喉から溢れたが、体はなんとか動いてくれていた。涙目のティ

アットが次々に繰り出す暴虐の刃(の腹)を、すべてギリギリでかわしていく。

そしてその度に、単純な風圧と威圧感とで、吹き飛ばされそうになる。

口元がますますひきつる。嫌な汗が嘴き出して止まらない。

いつもの格闘訓練の時のように、ほどよく手を抜いて実力を隠すような余裕は

ない。少しでも気を抜いたら当たる。そして、当たったらたぶん終わりだ。

術ぃ。

けれど、不思議と、逃げたいとは思えない。

「やっと、Ш分の気持ちがわかったよ」

挑発するように、フエォドールは呼びかける。

「そのクトリ.ノタ.セニオリスとかいう御大層な先輩に、腹を立ててんだよ。

そいつがバカなことをしてバカな死に方したから、後輩が勘違いしてバカを始

めてんだ。責任とれってんだよ。なぁ？」

「............」

ティアットの表情が、変わった、気がした。

ぐちゃぐちゃな泣き顔のまま、瞳にわずかな冷静さが混じつた。

得体の知れない威圧感が、フНォドールをわずかに後ずさらせる。呪脈視など

という便利な力を持たないフエオドールにはわからないが、魔力をさらに激しく

熾したのかもしれない。

「あと、ヴィレムとかいうやつのほうもだ。な一にが素敵な恋だよ。要するに、

世間知らずのお子様部下に手ぇ出した技官がいたってだけの話じゃないか。男と

しちゃある意味めちゃくちゃ尊敬するけど、人としちゃ軽蔑のひとことしかない



ぶっちん、と極太の血管の切れる音が、聞こえたような気がした。

半端な速度ではフエオドールを捉えきれないと判断したのだろう。ティアット

が、銅板の地面に特大のへこみを作りながら、駆けた。

(......やっぱ、そう来るか)

呼吸を止め、フエオド^ —ルはその動きをかろうじて目で追う。

凄まじく、速い。

剣の柄からは手を離していた。空中に敗り出された大剣が自由落下を始める。

それが終わるよりもはるかに早く、ティアットは拳—を振りかざすと、フエオドー

ルの眼前まで距離を詰めていた。

なぜ剣を使わないのか。たぶん、すでに脅すつもりがないからだろう。多少の

手加減はしつつも、ダメージを入れることは覚悟の上で、拳を叩きこむ。

そしてそれは、この状況における、本来の最適解でもあった。さきほどまで

(文字通り)必死になって剣を避けていたフヱォドールの目は、すっかり軌道に

慣れきっていた。そこに、まったく違う動きで襲い掛かられたら、避けきること

などできるはずもない。

けれど。

強弓に手を変えた者の動き*Rらは必ず選択肢か減る。ティアットの動き^'見

えていたわけではなかったが、たぶん殴りかかってくるだろうなという予想はし

ていた。

日ごろの訓練の際に見た動きからして、最初の踏み込みは右の足。そのまま跳

躍するように間合いを詰め切って、腰の左から右肩へとねじるように力を溜めた

一撃を、相手の首筋のやや斜め上から打ち下ろす。

そう来るだろうと予想して、迎撃した。身を低く沈めて挙が描くであろう曲線

から逃れ、前方へと身を滑らせながら、弧を描くようにして左の手を突き出す。

まばたきひとつほどの時間が経った。

ティアットはうつ伏せになって地面に倒れ、フエオドールはその腕を背中にひ

ねりあげ動きを制していた。

「あ……」



宙に放り出されていた剣が、地面に落ちてガラガラと耳障りな音を立てる。

一瞬、何が起こったのか、わからなくなったのだろう。ティアットは、きよと

んとした顔になり、何度かまばたきを繰り返す。

フエオドールの喉から、ぶはあと大きな息の塊が吐き出された。まるで何時間

も呼吸をやめていたかのような息苦しさだった。

「僕の、勝ちだ」

「き、きみねぇ！」

組み伏せられたその姿勢のまま首だけで振り返り、ティアットがにらみつけて

くる。

「侮辱は撤回しないぞ」

荒い息を整えながら、フエオド^ —ルは言う。

「君らがそこまで言うんだ、二人とも本当に立派な連中だったんだろうさ。立派

な勲功をあげたんだろうし、大陸群を何度も救ったんだろうし、自分たちの人生

を精一杯に生きただけなんだろうさ。

そういうやつらを悪く言うのは、僕だって良心が咎めるよ」

「だつたら！」

「でも」

思いきり息を榆充してから、大声で叫んでやった。

「いま僕の目の前で、君たちの人生を追い詰めてるのはその二人だ！」

しばしの沈黙。

「......はへ？」

何を言われたのか、理解が追いつかないらしい。

毒気が半分だけ抜けた、間の抜けた顔。

「だって、そぅだろ、っが！

後輩がどんだけ単純バヵだったり純真無垢だったりしてるのかも気づかずに、

二人だけでキレーなラブロマンスだけ見せつけて退場するとか、最悪だろ!?: あ

げくその後輩二人ともが立派な恋愛脳こじらせたあげく自己犠牲大好きに育つと

か、本っっ気で笑えなすぎて逆に笑えてくるよ一」



ちなみにフヱォドールのほうも、勢い任せに思いつく言葉を並べ立てているだ

けなので、そろそろ自分が何を言っているのか把握できていない。

たっぷり数秒の時間をかけて、ティアットの顔が、再び怒りに染まる。

「誰が恋愛脳こじらせた自己犠牲大好きよ！」

「君らだ君ら！自覚ないのかよ自覚は！」

「しかも何なのよ『単純バヵ』と『純真無垢』って！わたしとラキシュで扱い

違いすぎるんじやないの|?:」

「そこまで正確に伝わってる時点で自覚ありじやないか！」

「え、なにそれ本当にそういう意味だったの信じらんない！」

，よう^る

「かまかけたのかよ！そういう性悪な手口は-」

しゆんかん

あまりに多くのことが、短い時間の中に起きた。

最初に、フエォドールの視界がずれた。

状況を理解するのに、一瞬の時間がかかった。おそらくはとんでもない力で

テイアットが自分を突き飛ばしたのだと判断した。押さえの技も、有利なはずの

体勢も、あらゆる要素をすべて吹き飛ばして余りある、単純な腕力。

右腕を滑らせて、分銅つきロープを繰り出す。大きく弧を描かせ、勢いをつけ

る。

一瞬だけ見えたテイアットの目が、「ごめん」と言っている気がした。

テイアットが、地を蹴った。

先ほど投げ出していた剣を拾い上げ、地の銅板に大きな皺を刻みながら方向を

反転。『ゥルティーヵ』およびその中に宿った〈十'一番目の獣〉に向け、風の速

度で^-走する。

や——

制止の声すら、到底間に合わない。ティアットの剣の、剣身の罅が隙間を広げ

る。そこから光があふれ出す。何かが起きようとしている。取り返しのつかない

ことになろうとしている◦そのことには気づいているのに、水の中でもがいてい



るようなもど力しさの中何もできない。

め——

光が、届いた。

少し遅れて、耳をつんざくような、凄まじいまでの大爆音。

限界まで集中力を発揮したフエオドールの頭は、その瞬間に、何が起きたのか

をほぼ正確に把握していた。ティアットに突き飛ばされ地を転がり、まだ姿勢を

立て直せてもいない状態でも、目の前に完成しつつある絶望について、正確に把

握していた。

この場所に仕掛けられていた火薬は、二段構えだったのだ。

細かい意図まではわからないが、対人を意識していることは間違いないだろ

、っ0

最初の爆酿で成長した〈十一番目の獣〉の周囲に軍が集まるのを待ち、まとめ

て始末する——あるいは、港湾区画を墜とすことの是非で揉めている連中の目の

前でタィムオ^—、ハ•—を告げる-そぅいった、ひねくれ曲がり果てた目的をもっ

ての仕掛けだったのだろぅ。

幸いだったのは、今この場に、フエオドールとテイアットの二名しかいなかっ

たこと。そして不幸だったのも、今この場に、フエオドールとテイアットの二名

しかいなかったことだろぅか。

ろ-Н:

一除のぅちに、黒水晶の慑食は『ゥルテイ^ —力』をまるごと吞み込んた。

むろん、それで終わるはずもない。黒水晶の侵食は船体を固定していたアン

ヵーアームを瞬時に呑み込み、見る間に港湾区画を広がってゆく。

爆風にあおられ、テイアットの突進の速度は殺されていた。しかしその足元

に、凄まじいまでの速度で、里〖水晶化の力が迫りくる。

もぅ、間に合わない。

その覚悟がフエォドールの脳裏をかすめたその瞬間に、

がこん、と足元が大きく揺れた。

世界が傾いた。



ぞっとするょうな备避感が全身を包む。

まるで地面がなくなったかのょうな錯覚をおぼえ、そしてその一瞬後には、そ

れが錯覚ではなかったことを知る。5、9、14番ブロックの計画的な崩落。指示

していた通りのことが、どうやら間に合う形で、実行されたらしい。間抜けな四

位武官と上等相当兵が一人ずつ巻き込まれることになるが、その程度の犠牲で浮

遊島がまるごと助かるのであれば、躊躇の必要はない。

(……くっ)

右腕を伸ばす。先ほど繰り出した分銅つきロープが、もどかしくなるほどゆっ

くりと時間の流れる視界の中、ょうやくティアットの足首に絡みついた。

ティアットがバランスを崩す。

けれど、それだけだ。引き戻せるほどの余裕はない。

一瞬のうちに〈十’‘一，番目の獣〉の中に頭から突っ込んで終わる結果になるはず

のところ、姿勢を崩したおかげで、ほんの数秒ほど死の時を遅らせることができ

た。それだけだ。

彼女の死は、もう避けられない。そして、それから少しだけ遅れて自分の番か

なと、フエオドールは思つた。

死にたくない、と思つた。

そして同時に、もう逃れられないであろう墜落死を、心の奥のほうで受け入れ

た。その諦めが、全身を脱力させた。

惰性でそれでもいちおう体は動く。まだ無事な地に何度も叩きつけられ、転が

りながらもなんとか身を起こし、そして、

「でっР:」

フエオドールの足元を構成していたブロックが、細かく崩れて、墜ちてゆく。

あの〈十一，番目の獣〉も、接触していないものは同化できない。空中に投げ出

されてしまえば、その脅威からは完全に逃れられる。

とはいえ、もちろん。そんなもの、道筋が多少変わるだけで、最終的には死に

至るということに何の変化もないのだけど。

(……まあ、まだマシだつたほうかな)



つぶや

心中で、小さく眩く。

(自己犠牲ょりは無駄死にのほうが、まだ命の捨て方としては上等だ)

踏み出した1の底が、銅板の大地に届かず、むなしく空を搔いた。

全身が、重力のない世界に投げ出された。

——拝普、親愛にしてクソッタレなる、我が偉大なる義兄上様。

ぞっとするような浮遊感に身を委ねながら、フエオドールは心の中で囁く。

——これから、あなたの不肖の1我弟が、そちらに参ります。あなたが守ろうと

した世界を、あなたを殺した世界を、どうにかして滅ぼしてやろうと頑張ってい

ましたが、どうやら力が及びませんでした。五年もかけて何してたんだと思う

と、まったくもって汗顔の至りというやつです。

-けれど、そんな僕にもひとつだけ、誇れることがあります。すべてを失っ

た五年前のあの日以降、僕はある程度以上親しい相手を作らないように心掛けて

生きてきました。いつ、どんな形で死んだとしても、誰も悲しまないように。ど

この誰にもこの死を美談として語らせなどしない、そう胸を張って消えていける

ように。その願いは果たされました。僕は今、一人きりで無に消えようとしてい

ます。この一点をもって、僕は、どこまでも強く正しくあり続けていたあなたを

越えたと確信し——

卞

何かがおかしいなと思った。

浮遊感がいつの間にか消えている。いつまで経っても地上の地面に激突しな

、о

し

そして何より、何だか妙に暖かいものに包まれている気がする。

おそるおそる、目を開いた。

すぐ目の前に、テイアットの顔がある。

「......ええと？ I

状況を把握する。自分は今どぅやら、テイアットの体にしがみついている。そ



してそのテイアットの背からは、淡い翠色に透き通った、大きな灯翼が浮かんで

いる。

「君、生きてるのか？」

「ぅん」

首を動かさず、声だけでテイアットは頷いた。

「もしかして……君、飛べたりする？」

「、っん。きみのこれのおかげで、ぎりぎり間に合った」

言って、右足に絡みついた分銅つきロープをひらひらと揺らしてみせる。これ

を投げたことで稼げたほんの数秒ほどの時間を使って、なんとかこの幻翼を生み

だし、水晶化する地面から飛び立つことができた……ということらしい。

そうか。魔力というやつは、そんなことまでできるのか。識つているつもりで

いたが、とんだ無知を晒してしまつた。

「僕の完敗だな。結局、君の突撃は止められなかった」

フエォドールは、深い息を吐いた。その息が妙なところにかかったか、「ひゃ

うっ」という小さな悲鳴とともに、がくんと体勢が崩れかけた。

「わたしのほうこそ、負けちゃった感すごいんだけど。結局アレとは戦えなか

たし。生きてるし。さっききみが言ってたこと、全然言い返せなかったし」

「さつき？ I

「……覚えてないなら、それでいいや」

なんだょ、それ。

つ

しやくぜん かか だ

釈然としない気持ちを抱えたまま、抱き合つた二人は少しずつ高度を回復す

る(

しず

太陽が沈もうとしている。

「二人とも負けか。冴えない終わり方だったな」

「あの〈獣〉の一人勝ち？」



「さあ、それもどうだろうな」

結局自分たちは、あの〈獣〉の脅威に踊らされていただけで、挑みもしていな

いのだ。だというのにまるで勝負が成立していたかのように語るのも、それはそ

れで間違っているような気がする。

結局、墜とされずに残った港湾区画は全体の半分強といったところだろうか。

残された港湾の隅のほうに立って、ナックスが面倒くさそうに手を振っている。

そして、その傍らにへたりこんだラキシュが、顔面をすべて泣きべそで歪めな

がら、ぶんぶんと激しく両腕を振つている。

「……なんだ。結局義兄さんにも勝ててなかったのか、僕は」

「え？」

「いや、何でもない」

答えて、改めてティアットの体に強くしがみつく。

「あったかいな、君は」

そぅ言つて、目を閉じた。

「......あのさ」

囁くょぅな声を聞いて、片目を開けた。

「何？」

「先輩みたいになれないわたしがさ。これからどういう風に生きていけばいい

か、わかる？」

「......さあね」

つとめて軽く、そう答えた。

「好きなように探せばいい。たぶん、本来、生きるってのはそういうことだよ」

f

一週間近くの時間が、飛ぶように過ぎた。

一位武官にしこたま怒られたり、労われたり、おまけのように讃えられたり

と、なかなかに面倒くさい一週間だった。

久しぶりに個人で行動できる時間を得たので、フエォドールは市内に出ること

にした。例にょって許可は取らず、金網をくぐって外に出る。



旧鉱山のほうに行こうかと思う。前に食べそびれた揚げ鶏を、今度こそたっぷ

りと味わいたい気分ではある。多少歩かなければいけないが、なに、重たいもの

を食べょうとしている者にとって、空腹は常にスパイスだ。何の問題もない。

道を歩く。

ライエル市の道は、そこを往く者にまったく優しくない。入り組んでいたり、

どこかのスイッチを押さないと扉が動かなかったり、三叉路が増えたり減ったり

移動したり、突然蒸気が噴き出してきたり。慣れていない者はもちろん、慣れた

はずの者ですら、少し気を抜くと、まったく知らない路地裏を歩く自分を見つけ

ることになる。

「......さて、と」

初めての道を歩き、休憩によさそうな公園を見つけた。

揚げ鶏の包みを手に、錡の浮いたベンチに腰掛ける。一口をかじる。肉汁があ

ふれ出す。揚げたてのころに比べればさすがに少し冷めているが、このくらいの

ほうがむしろ食べやすいというものだ。

辛い。辛くてうまい。満足げにもぐもぐやりながら、

「久しぶり、姉さん」

そちらに目もやらずに、隣に声をかけた。

「うん、久しぶり」

銀色の髪の女が、こともなげに答えて、そのままベンチの隣に座る。

いつの間に、そこに立っていたというのか。

「五年ぶりね、フヱオ^^丨ル。意外と元気そうじゃない」

うんうんうん、と何度も繰り返し頷く。

「意外とか言わないでよ。先週は本気で死にかけたんだから」

「そうみたいね。あなたがこんなところにいるなんて思つてもいなかつたし、

翼軍に入ってるなんてもっと思ってなかったし、私の計画に首を突っ込んで/

なんてもっと思ってなかった」

涼しい声で、隣の女は言う。

「どうして、護翼軍なんかで軍人してるの？」



「僕の目的、僕の大義のためだよ、邪魔はしないでくれると嬉しいんだけど」

「そのつもりはないけど、私の道の前に出てきたら、普通に踏みつぶすわよ？」

る護二

「ほんと肉親を何だと思つてるんだろうね、この姉は」

「心外ね。そこまで冷たくはないつもり。死んだら、ちゃんと少しくらいは悼ん

であげる。気がむいたら、お墓に花も届けてあげるから」

「それはそれは、姉さんにしてはずいぶんと優しいね」

もぐ、と鶏にかじりつく。

隣の女、フエォドールの実姉であり、エルビス国防軍軍団長の妻であった女

は、穏やかに笑う。

「それで？先週の〈十一，番目の獣〉は、『小瓶』を使って仕掛けたんだろ？

そんな最終兵器を使い潰してまで、この島で何をしたかったのさ？」

「そうね......そのあたりはひとまず、秘密つてことにしておきましょう」

唇に指をあてて、くすくすと笑う。

「でも心配しないで。あなたの計画の邪魔にはならないはずだから」

フエオドールは溜息をついて、

「姉さんと話をしていると、堕鬼種っていうのがどれだけ性根の腐った種族なの

か、改めて突きつけられてる気分になるよ」

「あら、ひどい言われようね」

「日ごろの行いのせいだね」

言って、フエオドールは残りの鶏をたいらげた。

「さてと。可愛い弟の顔もみたし、実はあんまり時間ないし、私はそろそろ行く

わ」女はベンチから立ち上がる「……積もる話もあるはずだし、せっかくだか

ら、また会いましよう。来週あたり、どう？」

「……ごめん、姉さん。そいつは無しだ」

「あら」

女はきょとんとした、まるでプレゼントの箱の中が空だった時の子供のょうな

顔になる。



「僕はもう二度と、誰とも再会の約束はしない。五年前のあの日、そう決めたん

一面に広がる赤い世界に、憎しみが満ちていた。

絶対に赦さない。何があっても忘れない。いつの日か必ず、殺してやる。

それは宣言ではなく、誓言だった。誰の耳に届かなくてもいい。誰の記憶に残

らなくてもいい。ただ自分一人の中にその憎悪の炎の一'片だけでも灯り続けてい

ればいい、そういう、自分の内側に向けられた、誓いの言葉だった。

『ぐちゃり』『と何かが潰れた音がした』

『くちゃり』『と何かを潰した感触があった』

右手を顔の前に持ってきて、確かめてみる。ゴミのようになった何かが、そこ

に摑まれている。『よくよく観察してみると、それは-だった』『かつて

こf

は仲良く笑い合っていたこともある、とても仲がよくてお互いに大切な、友人』

『あは』

『なんだか気』『分が高揚し』『てきて、笑』『顔がこ』『ぼれた』『

「-コロッ」

その大声を聞いて、目を覚ました。

どくどくとうるさい心臓を、右手で押さえつける。

ああ……自分の叫び声で目を覚ますって、本当にあるんだな。そんなどうでも

いいことに、少し感心する。

「、っるさあい......よなかにさわぐなあ......」

二段ベッドの上、ティアットが半分以上^ぼけた声で抗議してくる。どうせ聞

こえていないんだろうなと思いつつ、ごめんねと軽く謝っておく。

先日の一件のことを思い出し、彼女が無事でよかったと、改めて思う。

彼女は、三か月後に自分たちは死ぬことになると思っているだろう。だから、

なんとかしてその死を有意義なものにしようとして焦っている。一人でも多くの

仲間を、一日でも長く生かすために死んでいきたい。そう願って、動いている。

その気持ちは、とてもよくわかる。

だからこそ、思う。ティアットたちには、三か月どころではなく、もつと長い



時間を生きてほしい。

以前、ラーントルク先輩から聞いたことがある。

妖精とは、死を理解する前に死んだ、幼子の魂のなれの果てなのだという。

黄金妖精はその中でも、特に巨大な魂を素にしているとかなんとか。

理屈はよくわからないけれど、自分たちが生まれる前は、別の何か大きなもの

であったということだけは、感覚で理解できた。

迷える魂こそがШ分たちの正体であるならば、その魂には必ず素性があるはず

だ。

その魂に素性があるならば、そこには記憶があるはずだ。

おそらくは、今の自分たちの妖精としての記憶こそが、かりそめのもの。魂が

担うべき本来の記憶がよみがえるとしたら、すぐにでも消えてなくなってしまう

ことだろう。

それはきつと、自分の死と同じことだ。

あるいはもし力したら死よりも恐ろしいことた。

水を飲もうと思つた。

汲み置きの水が、水差しの中に残っている。

ベッドから起き上がる◦暖炉のそば、小型のテーブルの上に置きっぱなしにし

ていた水差しをとる。ヵップに注いで、一口を喉に流し込む。

ふと、壁の鏡に気がついた。

この宿舎のすべての部屋の壁に、同じょうにこの鏡がかけられているのだとい

う。外してほしいと思いもしたが、きつちり釘やら何やらで固定されているらし

く、簡単ではない。なぜ鏡を見たくないのかと問われることも1かったので、強

く求めることもできなかつた。

鏡の中には、赤い瞳の少女が映っている。

その少女が、まつすぐにこちらを見て、ぬたりと辱をつりあげて笑つた……気

がした。

「............っп」

思わず、口元を両手で押さえてしまう。ヵップを取り落とす。絨毯の上に落ち



たそれは、音もなく小さく転がって、動きを止めた。

少女はその場に尻を落とす。両手で両目を覆い、小さく嗚咽を漏らす。

いつそのこと、この両の瞳を潰してしまいたい。抉り出してしまいたい。それ

で解決するという保証があったならば、迷わずそうしていただろうとすら思う。

自分の知らない誰かが、そこにいるのだ。

自分の知らない記憶が、想いが、衝動が、そこからあふれ出してくるのだ。

そしてそれはきつと、自分たちにとつて善なるものとは限らないのだ。

ォリスは、その日、一睡もできなかった

あと力きとレう名のあと力き/すなわちあと力き

終わりかけた世界と、М分の物語を終えた後の青年元勇者。

そして、終わりに抗うために自ら終わろうとしている少女たち。

未来という言葉がもはや空虚にしか響かないはずのその場所で、人々はそれで

も今日を一生懸命に生きて、明日に向かって精一杯手を伸ばす……

そんな感じにしつとりお送りしていたような気がする『終末なにしてますか？

忙しいです力？ 救つてもらつていいです力？』シリ^ —ズ全五卷角Лスニ^~

ヵー文庫さんより好評発売中です！未読の方はぜひぜひ、そちらのほうもよろ

しくお願いします！

全カコマ^—シャルからのご挨接。

お待たせしました……というのも今回に関しては妙な感じがしますが、ともあ

れ枯野です。空の上にしぶとく生き残るたくましき者たちの物語、新シリーズの

第一巻をお送りします。

いちおう説明を付け加えておきますと、本作品は、前述のシリーズと世界およ

び一部の登場人物を共有しています。

もちろん物語としては独立していますから、「通して読まないと話がわからな

い！」というようなことはないはずです。しかしもちろん、併せて読めば双方の

物語をより深く楽しむことはできるはずですので、未読の方はぜひぜひ、前シ

リーズ全五巻のほうもよろしくお願いします(二度目の全力宣伝)。

前シリーズからお付き合いいただいている方々(ありがとぅございます！)に



向けての解説をしておきますと、今作の舞台は、前作における☆最後の戦い，か

ら五年ほど経った後となっています。小さかった子供たちは、それぞれに少しず

つ大きくなりました。無邪気に笑っていられた時は過ぎ去り、ちょっとだけ悲し

い表情も覚えました。

すぐ傍で支え続けてくれる保護者は、もぅいない。自分たちだけで立ちあが

り、戦いに赴かなければならない彼女たちの背を支える者は、果たして誰なの

か？

……とまぁ、今回はそんな感じのお話になるっぽいです。

あるいは、さびれた街の軍事基地を舞台に、朴訥な田舎娘四人が、ゆるゆるの

どかなオフィスラィフを送る話になるかもしれません。お茶の時間になるたび

に、スコーン片手にィヤミな上司の悪口で盛り上がるんですょ。あいつほんとむ

かつくよね一と言い合ってるだけで休み時間が終わっちゃったり、当の上司に

「働け」とファィルで頭をはたかれたりするわけですよ。墟ですごめんなさいそ

んな話になる予定はありません。

......ありませんからね？

さて、次巻以降についてですが、さすがに現在時点ではまだ具体的なお話はで

きません。ですが、企画自体は既に動き出していますので、よほどのアクシデン

卜でもなければ——もしくは私が唐突に遠くに旅立ちたい誘惑に駆られたりしな

ければ-そう遠くないうちにお手元に届けられるものと思います。

既にご存じの方も多いと思いますが、そういったことについての情報は、ツ

ィツタ—の角川スニーカー文庫公式アカウント(©Kadokawasneaker)や、私の個

人アカウント(@a kareno)などにて、ゆる一い感じで公開されています。発売日

やあらすじや小ネタやそれ以外のニユ-—スなどについて知りたいと思われた方

は、ぜひЩいてみてください。

それでは、願わくばそう遠くならないうちに、再びあの空の上でお会いできま

す.よう。
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